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はじめに
このたびは、形ZS-DSUをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
このマニュアルでは、形ZS-DSUを使用する上で、必要な機能、 性能、 使用方法などの情報を
記載しています。
形ZS-DSUのご使用に際して、下記のことを守ってください。

・形ZS-DSUは電気の知識を有する専門家が扱ってください。
・このマニュアルをよくお読みになり、十分に理解のうえ、正しくご使用ください。
・このマニュアルはいつでも参照できるよう大切に保管ください。

■英語メッセージへの切替え方法
MENUキーを押しながら電源を入れると、メッセージ切替え画面が表示されます。

Select  Language
1 Japanese 2  English

再起動すると、次回から英語メッセージで起動されます。

・MicrosoftおよびWindowsは、米国およびその他の国における米国Microsoft Corporationの
 登録商標または商標です。
・コンパクトフラッシュは、米国SanDisk Corporationの商標です。
・その他、記載している会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

商標について
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ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項

オムロン商品ご購入のお客さ まへ

当社制御機器商品をご注文いただ く 際、 見積書、 契約書、 仕様書などに特記事項のない場合

には、 次の保証内容、 責任の制限、 適合用途の条件などを適用いた し ます。

下記内容をご確認いただき、 ご承諾のう えご注文およびご使用 く だ さい。

1.保証内容

①保証期間

本製品の保証期間は、 ご購入後またはご指定の場所に納入後 １ 年といた し ます。

②保証範囲

上記保証期間中に当社側の責によ り本製品に故障を生じ た場合は、代替品の提供または故

障品の修理対応を、 製品の購入場所において無償で実施いた し ます。

ただ し、 故障の原因が次に該当する場合は、 この保証の対象範囲から除外いた し ます。

a) カ タ ログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いな らびに

ご使用による場合

b)本製品以外の原因の場合

c)当社以外による改造または修理による場合

d)本製品本来の使い方以外の使用による場合

e)当社出荷当時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった場合

f)その他、 天災、 災害など当社側の責ではない原因による場合

なお、 こ こ での保証は、 本製品単体の保証を意味する もので、 本製品の故障によ り誘

発される損害は保証の対象から除かれる ものと し ます。

2.責任の制限

①本製品に起因し て生じ た特別損害、 間接損害、 または消極損害に関し ては、 当社はいかな

る場合も責任を負いません。

②プログラ ミ ング可能な本製品については当社以外の者が行ったプログラム、またはそれに

よ り生じ た結果について当社は責任を負いません。

3.適合用途の条件

①安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に、本製品を使用し ない

で く だ さい。 同用途には、 当社センサカ タ ログに掲載し ている安全センサをご使用 く だ さ

い。

②本製品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法規または

規制をご確認 く だ さい。 また、 お客様が使用されるシステム、 機械、 装置への本製品の適

合性は、 お客様自身でご確認 く だ さい。 これら を実施されない場合は、 当社は本製品の適

合性について責任を負いません。

ご注文・ ご使用に際し てのご承諾事項
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③下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のう え仕様書などによ り ご確認い

ただ く と と もに、 定格 ・ 性能に対し余裕を持った使い方や、 万一故障があっても危険を最

小にする安全回路などの安全対策を講じ て く だ さい。

a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカ タ ログ ・取

扱説明書などに記載のない条件や環境での使用

b)原子力制御設備、 焼却設備、 鉄道 ・ 航空 ・ 車両設備、 医用機械、 娯楽機械、 安全装

置、 および行政機関や個別業界の規制に従う設備             

c)人命や財産に危険が及び う るシステム ・ 機械 ・ 装置

d)ガス、 水道、 電気の供給システムや24時間連続運転システムなど高い信頼性が必要

な設備

e)その他、 上記 ａ )～ ｄ )に準ずる、 高度な安全性が必要と される用途

④お客様が本製品を人命や財産に重大な危険を及ぼすよ う な用途に使用される場合には、シ

ステム全体と し て危険を知らせた り、冗長設計によ り必要な安全性を確保できるよ う 設計

されている こ と、 および本製品が全体の中で意図し た用途に対し て適切に配電 ・ 設置され

ている こ と を必ず事前に確認し て く だ さい。

⑤カ タ ログなどに記載されているアプ リ ケーシ ョ ン事例は参考用ですので、ご採用に際し て

は機器 ・ 装置の機能や安全性をご確認のう え、 ご使用 く だ さい。

⑥本製品が正し く 使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じ る こ とがないよ う 使

用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のう え守って く だ さい。

4.仕様の変更

カ タ ログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事由によ

り、 必要に応じ て、 変更する場合があ り ます。 当社営業担当者までご相談のう え本製品の実

際の仕様をご確認 く だ さい。

5.サービスの範囲

本製品の価格には、 技術者派遣などのサービス費用は含まれてお り ません。

お客様のご要望がございま し たら、 当社営業担当者までご相談 く だ さい。

6.価格

カ タ ログに記載の標準価格はあ く まで参考であ り、確定されたユーザ購入価格を表示し たも

のではあ り ません。 また消費税は含まれてお り ません。

7.適用範囲

以上の内容は、 日本国内での取引および使用を前提と し てお り ます。

日本国外での取引および使用に関し ては、 当社営業担当者までご相談 く だ さい。
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

このユーザーズマニュアルでは、 形ZS-DSUを安全にご使用いただ く ために、 注意事項を

次のよ う な表示と記号で示し ています。こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容

を記載し ています。 必ず守っ て く だ さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

●警告表示

安全上のご注意

正し い取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害

を負っ た り、 万一の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。 ま

た、 同様に重大な物的損害を もたらす恐れがあ り ます。

●破裂注意

特定の条件において、 破裂する可能性を示し ます。

 

リ チウム電池を内蔵し てお り、 発火、 破裂によ り重度の障害が

稀に起こ る恐れがあ り ます。

分解、 加圧変形、 100℃以上の加熱焼却はし ないで く だ さい。
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以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と で すので必ず守っ てく ださ い。

1.設置環境について
･引火性、 爆発性ガスの環境では使用し ないでく ださ い。

･操作や保守の安全を確保するため、 高電圧機器や動力機器から離し て設置し てく ださ

い。

2.電源および配線について
･定格電圧 （DC24V±10%） を超える電圧や交流電源を使用し ないでく ださ い。

･電源の逆接続はし ないでく ださ い。

･オープ ンコ レ ク タ 出力は、 負荷を短絡さ せないでく ださ い。

･負荷は定格以下で使用し てく ださ い。

･高圧線、 動力線と 当製品の配線は別配線と し てく ださ い。 同一配線あるいは同一ダク

ト にすると 誘導を受け、 誤動作あるいは破損の原因にな るこ と があり ま す。

3.対応規格
･EN61326-1

･Electromagnetic environment : Industrial electromagnetic environment (EN/IEC 61326-1

Table 2)

4.その他
･本製品を分解し た り 、 修理、 改造し た り し ないでく ださ い。

･廃棄すると き は、 産業廃棄物と し て処理し てく ださ い。

安全上の要点
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製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て

く だ さい。

1.設置場所について
次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

･周囲温度が定格の範囲を越える場所

･温度変化が急激な場所(結露する場所)

･相対湿度が35～85%RHの範囲を超える場所

･腐食性ガス、 可燃性ガスがある場所

･塵埃、 塩分、 鉄粉がある場所

･振動や衝撃が直接加わる場所

･強い外乱光 （レーザ光、 アーク溶接光など） があたる

･直射日光があたる場所や暖房器具のそば

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

･強磁界、 強電界がある場所

2.電源および接続、 配線について
･市販のスイ ッ チングレギュ レータ をご使用の際は、 FG端子を接地し て く だ さい。

･電源ラ イ ンにサージがある場合、 使用環境に応じ てサージアブ ソーバを接続し てご使

用 く だ さい。

･配線後は電源を投入する前に、 電源の正誤、 負荷短絡などの誤接続の有無、 負荷電流

の適否について確認を行っ て く だ さい。 誤配線などで故障するおそれがあ り ます。

･周辺機器の着脱は、 必ず電源を切った状態で行っ て く だ さ い。 電源ONのまま行 う と

故障の原因にな り ます。

･本書で指定し たセンサコ ン ト ローラ、 またはマルチコ ン ト ローラ と組合わせて使用し

て く だ さい。

使用上の注意



7
ZS-DSU

ユーザーズマニュアル

は
じ

め
に

はじめに
使用上の注意

3.データ ス ト レージユニ ッ ト の設置方向

4.保守点検について
デー タ ス ト レージユニ ッ ト の清掃には、 シンナー、 ベンジン、 アセ ト ン、 灯油類は使

用し ないで く だ さい。

放熱を良 く するため、 次の方向のみで設置し て く だ さい。

次のよ う な向きでは設置し ないで く だ さい。
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このマニュアルの読み方

こ のマニュ アルの読み方

ページフ ォーマ ッ ト について

大見出し

中見出し

章番号と大見出し

イ ンデ ッ クスラベル

設定項目までの
階層移動

補足説明

知ってお く と便利なこ とや参照ページなどにはマーク を

つけて紹介し ています。

※このページは存在し ません。

中見出しの概要

選択肢の説明

章番号と章タ イ ト ルを示し

ています。

小見出し
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■ 記号の意味
データ ス ト レージユニ ッ ト の液晶画面に表示される メ ニュー項目や、 パソ コ ン上に表

示されるウ ィ ン ド ウ、 ダイアログなどは、 [ 　 ]で囲んで表記し ています。

■ マークの意味

操作する上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ドバイスなど、 その性能について特に大切な

ポイ ン ト がま とめられています。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と を示し ています。
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データ ス ト レージユニ ッ ト の特長

データ スト レージユニッ ト の特長
データ ス ト レージユニ ッ ト は、 現場に設置し たまま、 計測値データや画像データ を取得し

て、 メ モ リ カー ド （コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド） に保存できるデータ収集専用ユニ ッ ト

です。 ZSシ リーズ共通の高信頼性で、 現場での簡単 ・ 高速なデータ収集を実現し ます。 メ

モ リ カー ド に保存し たデータは、 手軽にパソ コ ンに取込め、 収集し たデータの解析や運用

も簡単です。

ロギングできるデータは、 次のとお り です。

*1 形 ZS-MDC を併用し て計測データ を演算する場合、 画像データはロギングできません。

また、 データ ス ト レージユニ ッ ト にUSBポー ト （Full-Speed USB2.0仕様に準拠） を標準装

備し ま し た。 オムロン独自の通信プロ ト コルCompoWay/Fまたは無手順を使っ て、 パソ コ

ンなどの外部装置からデー タ ス ト レージユニ ッ ト の設定変更、 および メ モ リ カー ド 内の

データ取得が可能です。

コマン ド フ ォーマ ッ ト の詳細については、 別冊 「通信コ マン ド リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ

さい。

接続

コ ン ト ローラ
計測データ 画像データ

演算後の計測データ

(形ZS-MDCを併用)

多点ロギング時の

連結台数

形ZS-HL/-L ○ - ○ 最大9台

形ZFV ○ ○(最大128枚) ○*1 最大5台

形ZFV-C ○ ○(最大128枚) -(演算不可) 最大5台

OUTPUT

RUN

OUTPUT

RUN
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第1章
データ ス ト レージユニ ッ ト でできる こ と

データ スト レージユニッ ト ででき るこ と

ロギング機能と し て

● 任意のタ イ ミ ングで収集でき る

任意のタ イ ミ ングや ト リ ガ条件で、 データ を収集できます。
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第1章
データ ス ト レージユニ ッ ト でできる こ と

● 画像をロギングでき る（ 形ZFV、 形ZFV-Cを接続し ている場合のみ）

画像データ と、 それに対応する計測値データ を同時にロギングできます。 画像データ

と計測値データはID番号で関連づけて保存されるため、 後で解析する時もデータの確

認が簡単です。

･ 画像データ を取得できるのは、 センサヘ ッ ドの接続されているアンプユニ ッ ト （形ZFV、 形ZFV-

C） のみです。 センサヘ ッ ドの接続されているアンプユニ ッ ト が2CHある場合は、 どち らか一方の

CHしか画像をロギングできません。 複数CHをロギングし たい場合は、 形ZS-DSUのバン ク設定で

ロギング対象CHを設定し ておき、 バン ク を切替えて使用し て く だ さい。

･ マルチ コ ン ト ローラに連結し た場合は、 計測値データのみが演算対象と なるため、 画像データは

ロギングできません。
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第1章
データ ス ト レージユニ ッ ト でできる こ と

● NG発生をト リ ガにロギングでき る

ロギングの開始 ト リ ガに対し て、 デ ィ レ イ時間またはデ ィ レ イ枚数を設定できます。

た と えば、 判定結果によるロギングの場合、 デ ィ レ イ時間またはデ ィ レ イ枚数をマイナスに設定し

てお く こ と でNG発生前のデータ を保存する こ とができます。
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第1章
データ ス ト レージユニ ッ ト でできる こ と

● 高速ロギング/長時間ロギングを選択でき る（ ZSシリ ーズのみ）

テス ト 検証など高速にデータ を保存し て正し く 検出できているかを確認し たい場合に

も、 あるいは品質保証の面から定期的に長時間デー タ収集し たい場合にも対応できま

す。

高速にデータ保存をする場合には、 「ワンシ ョ ッ ト モー ド」 を使います。

サンプ リ ングの設定 （ワンシ ョ ッ ト モー ド） 　 p.3-26

長時間にわたっ てロギングする場合には、 「リ ピー ト モー ド 」 を使います。

サンプ リ ングの設定 （リ ピー ト モー ド） 　 p.3-26

画像ロギングONのと きは、 ワンシ ョ ッ ト モー ド で動作し ます。 ただ し、 サンプ リ ングは画像ロギン

グ対象CH （形ZFV） の計測周期で実行されるため、 間隔の設定はできません。

● ロギングし たデータ を簡単に解析でき る

Excelマク ロを使った解析ソ フ ト を同梱し ています。 ロギングデータ をパソ コ ンに取込

んだ後の解析に役立ちます。

● 扱いやすいデータ フ ォ ーマッ ト で収集でき る

ロギング し たデー タは、 同梱されている CSV フ ァ イル変換ソ フ ト 「CSV file converter

for Data storage Unit」 で、 扱いやすいCSVフ ォーマ ッ ト に変換できます。 収集し たデー

タ にラベルを付与し た り、 改行コー ド による折り返しができ るため、 使いやすい形で

データ収集、 保存が可能です。

･ 変換フ ァ イルサイズやパソ コ ンスペ ッ クによ り、 変換時間に差があ り ます。

･ データ数が 65526 を超える場合は、 Excel フ ァ イルに全データ イ ンポー ト できません。 行制限のな

いフ ァ イルで読込を実行し て く だ さい。
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第1章
データ ス ト レージユニ ッ ト でできる こ と

外部バン ク機能と し て

● メ モリ カ ード に最大128個のバンク データ を保存

段取替えの必要に応じ て、 連結し ている コ ン ト ローラに転送できます。

アラーム出力機能と し て

● ロギングし ているデータ に対し てし き い値が設定でき る

コ ン ト ローラの判定出力とは別に、 データ ス ト レージユニ ッ ト から アラーム （HH/LL）

と し て出力できます。

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

OUTPUT

RUN
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基本構成

基本構成
形ZS-DSUは次のよ う な構成で接続でき ま す。

OUTPUT

RUN

p.2-4

p.2-9

p.2-4
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基本構成

■ アプ リ ケーシ ョ ン拡張構成
形ZS-DSUは、 ZS シ リ ーズ、 ZFV シ リ ーズとの組み合わせによ っ て、 幅広いロギング

ニーズに対応できます。

● 計測値をロギングする

形ZS-HL/Lのコ ン ト ローラ を接続し て、 各コ ン ト ローラの計測値をロギングし ます。

● 計測値の演算結果をロギングする

形ZS-MDCを接続し て、 各コ ン ト ローラの計測値の演算結果をロギングし ます。
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● 画像をロギングする

形ZFV-C、 形ZFVから、 画像データ をロギングし ます。 計測値も一緒にロギングできま

す。

形ZS-HL/Lと形ZFVを連結し ている場合は、 計測値のみロギングできます。 画像はロギ

ングできません。

形ZFV-Cは、 形ZS-HL/L、 形ZS-MDCと併用できません。

OUTPUT

RUN

OUTPUT

RUN

OUTPUT

RUN

OUTPUT

RUN
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各部の名称と機能

各部の名称と 機能
データ ス ト レージユニ ッ ト の各部の名称と機能を説明し ます。

(1) CF パワー LED

メ モ リ カー ド への電源供給状態を表し ます。電源 ON 時に点灯、OFF 時に消灯し ます。

(2) CF ア クセス LED

メ モ リ カー ド にアクセス中に点灯し ます。

(3) エ ラー LED

メ モ リ カー ド 書込み／読込み異常の場合に点灯し ます。

(4) メ モ リ カー ド スロ ッ ト

メ モ リ カー ド を挿入するスロ ッ ト です。

(5) デジ タル表示部

ロギング中の計測値やメ モ リ カー ドの残容量などを表示し ます。

p.3-8

(6) 液晶画面

RUN モー ド ：デジ タル表示の内容や表示関連の設定メ ニューを表示し ます。 また、

外部バン ク と し て使用する場合の設定も このモー ド で行います。

TEACH モー ド ：アラーム出力のし きい値設定メ ニューを表示し ます。

FUN モー ド ：ロギング条件設定メ ニューを表示し ます。

(6) 液晶画面

(1) CFパワー LED
(2) CFアクセスLED
(3) エラー LED

(5) デジ タル表示部

(7) 操作キー

(8) モー ド切替スイ ッ チ(9) し きい値選択スイ ッ チ

(10) OUT LED

(14) USBポー ト

(11) 連結部

(12) RS-232Cコネク タ

(13) 入出力コー ド

(4) メ モ リ カー ド スロ ッ ト
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(7) 操作キー

ロギング条件などを設定するための操作キーです。 モー ド によ っ て操作キーの機能

が変わり ます。

表示とキー操作 　 p.3-5

(8) モー ド 切替スイ ッ チ

モー ド の切替を行います。

RUN モー ド ：通常ロギングする と きに選択し ます。

TEACH モー ド ：アラーム出力のし きい値を設定する と きに選択し ます。

FUN モー ド ：ロギング条件を設定する と きに選択し ます。

(9) し きい値選択スイ ッ チ

HIGH または LOW どち らのし きい値を設定 （または表示） するかを選択し ます。

(10) OUT LED

アラーム出力時に点灯し ます。

(11) 連結部

マルチ コ ン ト ローラ、 またはセンサコ ン ト ローラ と接続する コネク タ です。

(12) RS-232C コネク タ

USB ポー ト のないパソ コ ン と接続する と きに、 RS-232C ケーブルを接続し ます。

(13) 入出力コー ド

電源および同期セ ンサやプ ログ ラ マ ブルコ ン ト ロー ラ な どの外部装置 と 接続 し ま

す。

(14) USB ポー ト

パソ コ ン と接続するために USB ケーブルを接続し ます。



1-13
ZS-DSU

ユーザーズマニュアル

第
 1

 章
概

　
要

第1章
ロギング機能の概要

ロギング機能の概要

ロギングのし く み

形ZS-DSUでは、 以下のし く みでデータ をロギングし ます。

まずデータのサンプ リ ングを開始させてから、 ロギング開始 ト リ ガを入力し ます。

外部信号入力でサンプ リ ングを開始 ・ 停止する場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

･ 信号入力は、 1.2ms以上と し て く だ さい。

･ サンプ リ ング開始(IN2) を 1.2ms以上入力し OFF し た後に、 ロギング開始 ト リ ガ (IN0) を入力し て く だ さ

い。

用語 説明 参照

(1)サンプ リ ング開始 外部信号入力(IN2)または↑UPキーで、 計測値の

サンプ リ ングを開始し ます。

－

(2)ロギング 設定条件に基づいて、 サンプ リ ングデータ を メ モ

リ カー ド に保存し ます。

開始 ト リ ガの設定 　 p.3-16

終了 ト リ ガの設定 　 p.3-21

保存タ イ ミ ングやサンプ リ ング間隔

の設定 　 p.3-26

(4)サンプ リ ング停止 外部信号入力(IN2)または↑UPキーでサンプ リ ン

グを停止し ます。

－
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ロギング機能の概要

画像ロギングについて

■ サンプ リ ング間隔
形ZFV、 形ZFV-Cを接続し ている場合、 画像ロギングのON/OFFによ っ て計測値のサン

プ リ ング間隔が異な り ます。

画像ロギングON時は、 画像データが転送されて く る タ イ ミ ングに同期し て、 ロギング

対象CHから計測値を取得し ます。 つま り、 画像ロギング対象CH （形ZFV） の計測周期

でサンプ リ ングが実行されます。 これは、 画像と計測値のタ イ ミ ングがずれないよ う

にするためです。

画像ロギングONの場合、形ZFVからの画像データ入力がロギングタ イ ミ ングと なるため、形ZS-DSU

の周期表示 （[システム]-[ジ ョ ウホウ]-[シュウキ]） は 「------」 （不定） にな り ます。

画像ロギングOFF時は、 形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔で、 サンプ リ ングが実

行されます。 形ZFVの計測値も、 このタ イ ミ ングで取得されます。

形ZFVを接続し ていても、 画像ロギングOFFの場合には形ZS-DSUで設定し た間隔でサンプ リ ングが

実行されます。 形ZFVの計測周期には依存し ないので注意し て く だ さい。
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システム構成と ロギング動作

連結時のシステム構成によ っ て、ロギングの対象とサンプ リ ング間隔は次の表のよ う にな

り ます。

形ZS-MDCを使って演算結果をロギングし ている場合、 形ZFVからの画像ロギングはできません。

メ モ リ カー ド にロギングされるデータ フ ォーマ ッ ト

メ モ リ カー ド に保存されるロギングデータ フ ォーマ ッ ト は、データ書込み速度を向上させ

るため、 独自のバイナ リ形式フ ァ イル （拡張子 .log） と な り ます。

パソ コ ンでデータ を参照するには、 同梱されているパソ コ ン用ソ フ ト 「CSV file converter

for Data storage Unit」 でCSVフ ァ イルに変換し て く だ さい。

CSVフ ァ イルとは、 データがカ ンマで区切られたテキス ト フ ァ イルです。

接続する コ ン ト ローラ ロギングの対象 サンプ リ ング間隔

形ZS-

MDC

形ZS-

HL/-L

形ZFV-

C

形ZFV

- ○ - - 形ZS-HL/-Lの計測値 形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

- - ○ -
形ZFV-Cの画像データ と計測値 形ZFVｰCで設定し た計測周期

形ZFV-Cの計測値のみ 形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

- - - ○
形ZFVの画像データ と計測値 形ZFVで設定し た計測周期

形ZFVの計測値のみ 形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

- ○ - ○

形ZS-HL/-Lの計測値 形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

形ZFVの画像データ と計測値、

形ZS-HL/-Lの計測値

形ZFVで設定し た計測周期

形ZFVの計測値 形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

○ ○ - -
形ZS-HL/-Lの計測値を形ZS-

MDCが演算し た結果

形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

○ - - ○
形ZFVの計測値を形ZS-MDCが演

算し た結果

形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

○ ○ - ○

形ZS-HL/-Lの計測値を形ZS-

MDCが演算し た結果

形ZS-DSUで設定し たサンプ リ ング間隔

形ZFVの計測値を形ZS-MDCが演

算し た結果
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メ モ リ カー ド内のフ ァ イル構成

形ZFVの画像データは、 ビ ッ ト マ ッ プ形式フ ァ イル （拡張子 .bmp） と な り ます。

形ZFV-Cの画像データは、 形ZFV-C独自のフ ォーマ ッ ト で保存されます。 保存画像をパソ

コ ンで確認し た り、 BMPフ ォーマ ッ ト に変換し たい場合は、 スマー ト モニ タZFVツールを

使用し て く だ さい。 このツールは、 オムロンのホームページ(http:www.fa.omron.co.jp/)から

ダウンロー ド し ていただけます。

判定OK、 NGの判断は、 [ロギング]-[サンプル]-[NGホゾン]の下で設定された条件によ り判断されます。

デフ ォル ト は、 ロギング対象のすべてのCHの判定結果のORで判断されます。 つま り、 対象CHのどれか

ひとつでも判定NGの場合は、 NGフ ォルダに画像が格納されます。

形ZS-LDCがロギング対象CHになっている場合は、 PASS以外をNGと判断し ます。
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設置と 接続
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設置・ 接続の前に

■ 設置環境の確認
本書の 「安全上の要点」 をお読みにな り、 設定環境について確認し て く だ さい。

■ 設置場所の確認
本書の 「使用上の注意」 をお読みにな り、 設定場所について確認し て く だ さい。

■ 電源について
本製品を設置および接続する場合、 電源は必ず切って行っ て く だ さい。

また、 本書の 「安全上の要点」 および 「使用上の注意」 をお読みにな り、 電源および

配線について確認し て く だ さい。
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データ スト レージユニッ ト
データ ス ト レージユニ ッ ト の設置、 入力 ・ 出力コー ドの配線について説明し ます。

周辺機器の着脱は、 必ず電源を切った状態で行って く だ さい。 電源ONのまま行う と故障の原因にな り

ます。

フ ェ ラ イ ト コアを装着する

データ ス ト レージユニ ッ ト の入出力コー ド に、 フ ェ ラ イ ト コ ア (データ ス ト レージユニ ッ

ト の付属品)を装着し て く だ さい。

フ ェ ラ イ ト コア
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データ ス ト レージユニ ッ ト を設置する

■ DINレールの取付け
35mm幅のDINレールにワン タ ッ チで取付ける方法について説明し ます。

● 取付け

データ ス ト レージユニ ッ ト およびコ ン ト ローラ を、DINレールに取付ける方法について

説明し ます。

1. コネク タ側のツ メ を DIN レールに引っかけ

ます。

2. 入出力コ ー ド 側のフ ッ クがロ ッ ク される ま

でDINレールに押し込みます。

“カ チ ッ” と 音がする まで押し 込んで く だ

さい。

コネク タ側のツ メ をレールにかけて取付けて く だ さい。 入出力コー ド側のフ ッ ク をレールにかけて

取付ける と取付け強度が低下し ます。

OUTPUT

RUN

DINレール （別売）

形PFP-100N （1m）

形PFP-50N （0.5m）

形PFP-100N2 （1m）

エン ド プレー ト （別売）

形PFP-M

コネク タ側のツ メ

入出力コー ド側の

フ ッ ク
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3. デー タ ス ト レージユニ ッ ト 、 および コ ン ト

ローラの連結部のカバーを開けます。

カバーを ス ラ イ ド させて、 取外し て く だ さ

い。

4. コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト をデー タ ス ト

レージユニ ッ ト のコネク タに差込みます。

コネ ク タの形状には方向性があ り ます。 コ ン ト ロー

ラ リ ン クユニ ッ ト の右図の凹部がデータ ス ト レージ

ユニ ッ ト のコネク タ凸部に合 う 向きで差込んで く だ

さい。

5. コ ン ト ロ ー ラ を ス ラ イ ド さ せて、 コ ン ト

ローラ リ ン クユニ ッ ト のコ ネ ク タ に差込み

ます。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

コ ン ト ローラ

リ ン クユニ ッ ト

（別売）

凹部
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● 取外し

データ ス ト レージユニ ッ ト およびコ ン ト ローラ を、DINレールから取外す方法について

説明し ます。

1. コ ン ト ロ ー ラ を ス ラ イ ド さ せて、 コ ン ト

ローラ リ ン クユニ ッ ト のコ ネ ク タから外し

ます。

2. コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト をデー タ ス ト

レージユニ ッ ト のコネク タから外し ます。

3. デー タ ス ト レージユニ ッ ト 、 および コ ン ト

ローラ連結部に、 カバーを取付けます。

4. 入出力コー ド側のフ ッ ク を下に引きます。

5. 入出力コー ド側から持ち上げて、 DINレール

から外し ます。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

コ ン ト ローラ

リ ン クユニ ッ ト

（別売）

入出力コー ド側の

フ ッ ク
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■ 盤面への取付け
パネルマウン ト アダプ タ （別売 　 形ZS-XPM1/XPM2） を使用し て、 盤面に取付ける こ

とができます。

パネルマウン ト アダプ タ 　 p.6-7

1. DINレールにデータ ス ト レージユニ ッ ト およびコ ン ト ローラ を取付けます。

p.2-4

盤面に取付ける場合も、 補強のため必ずDINレールを背面に取付けて く だ さい。

2. 盤面の後ろからデー タ ス ト レージユニ ッ ト

およびコ ン ト ローラ を前方へ出し ます。

3. 短いマウン ト アダプ タ をデー タ ス ト レージ

ユニ ッ ト およびコ ン ト ローラの穴 （4箇所）

に取付けます。

連結されたすべてのデー タ ス ト レージユニ ッ

ト およびコ ン ト ローラ に、 短いマウン ト アダ

プ タ を取付けて く だ さ い。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

盤面

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

パネル

マウン ト

アダプ タ

パネルマウン ト

アダプ タ
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4. 長いマウン ト アダプ タ を短いマウン ト アダ

プ タの穴 （2箇所） に取付けます。

連結されたデー タ ス ト レージユニ ッ ト および

コ ン ト ローラの両脇にのみ、 長いマウン ト ア

ダプ タ を取付けます。

5. マ ウ ン ト ア ダ プ タ を 取付け たデー タ ス ト

レージユニ ッ ト および コ ン ト ローラ を、 盤

面の手前から取付けます。

入出力コー ド を挟まないよ う に注意し て く だ

さい。

6. 短いマウン ト アダプ タの穴 （2箇所） に取付

金具のフ ッ ク部を引っかけて、 ネジ を締め

込みます。

連結されているすべてのデー タ ス ト レージユ

ニ ッ ト およびコ ン ト ローラに、 金具を2箇所ず

つ取付けて く だ さい。

7. デー タ ス ト レ ー ジ ユ ニ ッ ト お よ び コ ン ト

ローラが盤面に固定されている こ と を確認

し ます。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

パネルマウン ト アダプ タ

パネルマウン ト アダプ タ

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

盤面

取付
金具
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ロギング対象のコ ン ト ローラ と連結する

左から形ZS-DSU、 形ZS-MDC、 形ZS-HLDC/-LDC、 形ZFVの順に連結し て く だ さい。

形ZFV-Cを含む場合、形ZS-MDC、形ZS-HLDC/-LDCは接続できません。左から形ZS-DSU、

形ZFV-Cの順に連結し て く だ さい。

コ ン ト ローラの詳細については、各コ ン ト ローラのユーザーズマニュアルを参照し て く だ

さい。

・連結し たすべてのコ ン ト ローラに対し て、 電源を供給し て く だ さい。

･ データ ス ト レージユニ ッ ト およびマルチコ ン ト ローラは、 連結グループ内にそれぞれ1台のみが接続

  できます。

DSU

ZFV

OUTPUT

RUN

LD ON ZERO ENABLE

LDCZFV

OUTPUT

RUN

LD ON ZERO ENABLE

ZFV

OUTPUT

RUN

ZFV

OUTPUT

RUN

DSU

DSU

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

LDC ZFV

OUTPUT

RUN

LD ON ZERO ENABLE

MDC

H

P

L

ZFV

OUTPUT

RUN

LD ON ZERO ENABLE

LDCZFV

OUTPUT

RUN

DSU

ZFV

OUTPUT

RUN

ZFV

OUTPUT

RUN

DSU

DSU

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

LDC ZFV

OUTPUT

RUN

LD ON ZERO ENABLE

MDC

H

P

L
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■ コ ン ト ローラ連結時のCH番号について
左から順番にCH0、 CH1、 CH2 ・ ・ ・ と な り ます。 データ収集の対象コ ン ト ローラはこ

のCH番号で選択し ます。

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

LD ON ZERO ENABLE

データ ス ト レージ

ユニ ッ ト

CH0         CH1         CH2         CH3                        CH9

コ ン ト ローラ
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入力・ 出力コ ード について

■ 入力 ・ 出力コー ドの配線
入力 ・ 出力コー ドの各配線の内容を次に示し ます。

(1) 電源

DC24V （± 10%） の電源を接続し ます。 PNP タ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出力

のコ モン端子と な り ます。

電源は高電圧が発生し ないよ う に対策 ( 安全超低電圧回路 ) されている直流電源装置

から供給し て く だ さい。

電源装置の推奨品 　 p.1-8

電源は他の機器とは独立し て配線し て く だ さ い。 同一配線または同一ダ ク ト にする

と誘導を受け、 誤動作または破損の原因と な り ます。

(2) GND

電源用 0V 接続線です。 NPN タ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出力のコ モン端子と

な り ます。

(3) OUT0 （HIGH 出力）

判定結果 （HIGH） を出力し ます。

(4) OUT1 （PASS 出力）

判定結果 （PASS） を出力し ます。

(5) OUT2 （LOW 出力）

判定結果 （LOW） を出力し ます。

(6) OUT3 （ERR 出力）

メ モ リ カー ド 書込み／読込み異常の場合に ON し ます。

(1) 電源

(3) OUT0

(4) OUT1

(5) OUT2

(6) OUT3

(7) OUT4

(8) IN0

(9) IN1

(10) IN2

(11) IN3

(12) 未使用

(2) GND

茶

青

赤

緑

黒

桃

灰

黄

水色

紫

白

橙
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(7) OUT4 （BUSY 出力）

データ をロギング中、 またはデータ を メ モ リ カー ド に保存中に ON し ます。

BUSY 出力が ON し ている間に次の開始 ト リ ガが発生し ても、 無視されます。

(8) IN0 （外部 ト リ ガ入力）

外部から ロギングの ト リ ガを制御するための入力です。1.2ms 以上 ON し て く だ さい。

(9) IN1 （改行 / 改列入力）

ロギングデータ を任意の位置で改行 / 改列するための入力です。 1.2ms 以上 ON し て

く だ さい。

(10) IN2 （サンプ リ ング開始）

サンプ リ ング停止状態からサンプ リ ングを開始するための入力です。 1.2ms 以上 ON

し て く だ さい。 IN2 信号を OFF し た後、 ロギングﾞ開始 ト リ ガを入力し て く だ さい

(11) IN3 （サンプ リ ング停止）

サン プ リ ング状態またはロギング状態からサン プ リ ングを停止する ための入力で

す。 1.2ms 以上 ON し て く だ さい。
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■ 入出力段回路図

● NPNタ イ プ（ 形ZS-DSU11）
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● PNPタ イ プ（ 形ZS-DSU41）
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メ モリ カ ード の挿抜方法

■ メ モ リ カー ド を挿入する

1. メ モ リ カー ド スロ ッ ト のイ ジ ェ ク ト ボ タ ン

を押し て、 保護用のダ ミ ーカー ド を取外し

ます。

2. メ モ リ カー ド を挿入し ます。

ラベル面を上にし て挿入し て く だ さい。

■ メ モ リ カー ド を抜取る

メ モ リ カー ド を抜 く と きには、 必ずCFパワー LEDとCFア クセスLEDの両方が消灯し ている こ と を確

認し て く だ さ い。 点灯状態で抜 く と、 メ モ リ カー ド に記録し たデー タの消失や、 メ モ リ カー ド や

データ ス ト レージユニ ッ ト 本体が破壊する可能性があ り ます。

1. FUNモー ド -[システム]-[イジ ェ ク ト ]を選択

し ます。

CFパワー LEDが消灯する こ と を確認し て く

だ さい。

2. メ モ リ カー ド スロ ッ ト のイ ジ ェ ク ト ボ タ ン

を押し て、 メ モ リ カー ド を取外し ます。

3. メ モ リ カ ー ド を長時間装着 し ない場合は、

保護用のダ ミ ーカー ド を挿入し ます。

ダミーカード
EJECTボタン

MEMORY CARD

CompactFlash

OMRON

IN A

メモリカード

MEMORY CARD

CompactFlash

OMRON

IN A

メモリカード
EJECTボタン

ダミーカード
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MEMO
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バン クの切替 3-33
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設定の流れ

p.2-2

p.3-15

p.3-16

p.3-31

p.3-21

p.3-26

p.3-35

p.3-16
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設定について

操作の基礎知識

各種設定を行う前にデータ ス ト レージユニ ッ ト の基本操作について説明し ます。

■ モー ドの切替えについて
形ZS-DSUの操作モー ド には、 次の3種類があ り ます。 目的に応じ て、 各モー ド に切替

えて操作し て く だ さい。基本的にはFUNモー ド でロギング条件を設定し た後、RUNモー

ド に切替えてロギングを開始し ます。

モー ドの切替えは 「モー ド切替スイ ッ チ」 で行います。

条件を変更後、 モー ド を切替える と、 保存確認メ ッ セージが表示されるので、 必要に応じ て保存し

て く だ さい。 保存せずにデータ ス ト レージユニ ッ ト の電源を切る と、 設定し た条件はク リ ア されて

し まいます。 後から ま とめて保存する こ と もできます。

設定データの保存 　 p.3-35

モー ドの種類 説明

FUNモー ド ロギング条件を設定する と きのモー ド です。

TEACHモー ド アラーム出力のし きい値を設定する と きのモー ド です。

RUNモー ド ロギングを実行するモー ド です。 また、 デジ タル表示の内容や表示関連、

外部バン ク と し て使用する場合の設定を行う モー ド です。
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■ 表示とキー操作
データ ス ト レージユニ ッ ト にはデジ タル表示部と液晶画面があ り ます。 モー ド によ っ

て、 表示される内容が異な り ます。

● FUNモード

液晶画面に、 設定メ ニューを表示し ます。

各メ ニューの先頭に付いている番号がフ ァ ン クシ ョ ンキーに対応し ます。

右下に” ←→ “が表示されている場合は、 複数ページで構成されています。 ←Lキー、

→Rキーで改ページ し て く だ さい。

キー操作

キーの種類 FUNモー ド

フ ァ ン クシ ョ ンキー 液晶画面に表示される各項目の先頭についている番号を、 ダイ レ ク

ト に選択し ます。

← Lキー

→ Rキー

設定内容によ ってはたら きが変わり ます。

・ 一覧メ ニューの改ページ

・ 数値の桁選択

↑ UPキー

↓ DOWNキー

数値入力のと き、 数値を変更し ます。

液晶画面

デジ タル表示部

操作キー

デジ タル表示部の見方

デジ タル表示部には、 選択中のバン ク番号が表示さ

れます。

FUNモー ド でMENUキーを押すと、 この表示に戻り ま

す。

FUNモー ドの ト ッ プ メ ニュー
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ロギング開始 ト リ ガ と し て、 外部入力信号[OFF→ON] を設定する場合の手順を例にあ

げて、 基本的な操作方法を説明し ます。

1. [ ロギング ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 1を押し ます。

2. [ ト リ ガ ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 2を押し ます。

3. [ カ イシ ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 1を押し ます。

現在選択 されている番号が点滅表示さ

れます。

4. [ ガイ ブ ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 2を押し ます。

5. [ エ ッ ジ ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 1を押し ます。

6. [OFF → ON] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 1を押し ます。

MENUキー FUNモー ドの ト ッ プ メ ニューを表示し ます。

SETキー 設定中の項目を確定し ます。

ESCキー １ つ前のメ ニューに戻り ます。

キーの種類 FUNモー ド
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設定完了メ ッ セージが表示されます。

7. MENU キーを押すと 1の ト ッ プ メ ニュー

に戻り ます。

ESCキーを押すと 1つ前の画面に戻り ま

す。
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● RUNモード

デジ タル表示部に メ モ リ カー ド残容量などの情報を表示し ます。液晶画面の上段には、

デジ タル表示部の意味を表示し ます。 また、 液晶画面の下段には、 ロギングに関する

現在の状態を表示し ます。

MENUキーを押すと、 表示のカス タ マイズ メ ニューが表示されます。

液晶画面の上段表示内容

表示内容 説明

CFザンサイズMB メ モ リ カー ドのメ モ リ残容量が表示されます。

ザンジカ ンH.M.S. 終了 ト リ ガを[時間]に設定し た場合、 ロギングの残り時間が表示されま

す。

ザンテンスウ 終了 ト リ ガを[データ点数]に設定し た場合、 ロギングの残り点数が表示

されます。

ワンシ ョ ッ ト の場合は、 終了 ト リ ガに 「データ点数」 以外を設

定し ている場合も、 内部バッ フ ァ残数に応じ て表示されます。

ザン リ ピー ト スウ サンプ リ ングモー ド を[リ ピー ト ]に設定し た場合、 ロギングの残り リ

ピー ト 数が表示されます。

ロギングソースA～N 選択中のソースの計測値が表示されます。
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液晶画面の下段表示内容

キー操作

表示内容 説明

テイシチュウ ↑ ： START 停止状態です。 ↑UPキーで開始 ト リ ガ待ち状態にな り ます。

カ イシ ト リ ガマチ ↓ ： STOP サンプ リ ングを開始し てお り、 ロギングの開始 ト リ ガ待ち状態です。

↓DOWNキーでサンプ リ ングを停止し ます。

カ イシ ト リ ガマチ ↑ ： TRIG サンプ リ ングを開始し ており、 ロギングの開始 ト リ ガ待ち状態です。

↑UPキーでロギングを開始し ます。 （ ト リ ガでボタ ンが選択されている

場合のみ）

データ ホゾンチュウ データ保存中です。

キーの種類 計測値表示 表示のカス タ マイズ メ ニュー

フ ァ ン クシ ョ ンキー 使用し ません。 機能のダイ レ ク ト 選択を行いま

す。

← Lキー

→ Rキー

デジ タル表示部の表示内容を切

替えます。

設定内容によ ってはたら きが変

わり ます。

・ 一覧メ ニューの改ページ

・ 桁選択

↑ UPキー

↓ DOWNキー

↑UPキーでサンプ リ ングを開始

し て、 開始 ト リ ガ待ち状態にな

り ます。

↓DOWNキーは、 強制終了です。

ただ し、 フ ァ イル保存の確認

メ ッ セージが表示されます。

設定内容によ ってはたら きが変

わり ます。

・ 数値の変更

・ 文字の変更

MENUキー 表示のカス タ マイズ メ ニューを

表示し ます。

表示のカス タ マイズ メ ニューの

ト ッ プに戻り ます。

SETキー 使用し ません。 数値を確定し ます。

ESCキー 使用し ません。 1つ前のメ ニューに戻り ます。

ト ッ プ メ ニューを表示し ている

場合は、 計測値表示に戻り ます。
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● TEACHモード

デジ タル表示部には形ZS-DSUの出力対象と なっている ソースの計測値を表示し ます。

HIGH/LOWどち らのし きい値が表示されるかは、し きい値選択スイ ッ チの位置によ っ て

変わり ます。

キー操作

キーの種類 ダイ レ ク ト IN

フ ァ ン クシ ョ ンキー 使用し ません。

← Lキー

→ Rキー

し きい値の数値の桁を選択し ます。

↑ UPキー

↓ DOWNキー

し きい値の数値を変更し ます。

MENUキー 使用し ません。

SETキー 変更中のし きい値を確定し ます。

ESCキー 変更中のし きい値をキャ ンセルし ます。
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設定項目一覧

■ FUNモー ド
計測条件を設定し ます。

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照

ロギング

ソース ソースA～N 割付け - - p.3-15

CH - 1CH～(連結し ている最大CH)

データ

（形ZS-MDCのみ）

- TASK1～4、 入力A～I

保存 OFF OFF、 ON

ラベル LABEL -

ト リ ガ
開始

(初期値 ： ボ タ ン）

ボタ ン - - p.3-16

外部入力スロープ - - p.3-17

エ ッ ジ OFF→ON OFF→ON、 ON→OFF

デ ィ レ イ 0ms -9999～9999ms 　 (*1)

0枚 -127～127枚 　 (*2)

データ スロープ p.3-18

割付け - ソースA～N

エ ッ ジ 立上がり 立上がり、 立下がり

デ ィ レ イ 0ms -9999～9999ms 　 (*1)

0枚 -127～127枚 　 (*2)

データ ウィ ンド ウ - - p.3-19

割付け - ソースA～N

上限値 - -999.999～999.999

下限値 - -999.999～999.999

条件 イ ン イ ン、 アウ ト

デ ィ レ イ 0ms -9999～9999ms 　 (*1)

0枚 -127～127枚 　 (*2)

I/O結果 - - p.3-20

割付け - ソースA～N

I/O選択 - IN0～3、 OUT0～4

アク テ ィ ブ OFF→ON OFF→ON、 ON→OFF

デ ィ レ イ 0ms -9999～9999ms 　 (*1)

0枚 -127～127枚 　 (*2)

時刻 00:00:00 - p.3-21

FUNモー ド
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終了

(初期値： ボタ ン ）

ボタ ン - - p.3-21

外部入力スロープ - - p.3-22

エ ッ ジ OFF→ON OFF→ON、 ON→OFF

データ スロープ - - p.3-22

割付け - ソースA～N

エ ッ ジ 立上がり 立上がり、 立下がり

データ ウィ ンド ウ - - p.3-23

割付け - ソースA～N

上限値 - -999.999～999.999

下限値 - -999.999～999.999

条件 イ ン イ ン、 アウ ト

I/O結果 - - p.3-24

割付け - ソースA～N

I/O選択 - IN0～3、 OUT0～4

アク テ ィ ブ OFF→ON OFF→ON、 ON→OFF

時刻 00:00:00 - p.3-24

データ点数 - 1～999999点 　 (*1) p.3-25

1～128枚 　 (*2)

時間 (*2) 00:00:00 - p.3-25

サンプル
（ サンプリ ング）

モー ド ワンシ ョ ッ ト

(標準)

（画像ログをONに設定時）

ワンシ ョ ッ ト （最新、 標準）

p.3-26

リ ピー ト （画像ログをOFFに設定時）

ワンシ ョ ッ ト 、 リ ピー ト

停止条件 ト リ ガ数 ： 1 ト リ ガ数、 な し、 時間

フ ァ イル 新規作成 （画像ログをONに設定時）

新規作成

（画像ログをOFFに設定時）

新規作成、 追記、 上書き

間隔 - （ワンシ ョ ッ ト 設定時）

150μs～1hr

（リ ピー ト 設定時）

10ms～1hr

（画像ログをONに設定時）

すべて、 NG保存

データ

フ ォーマ ッ ト

I/Oデータ 保存な し 保存な し、 保存あ り p.3-31

並び 列方向 行方向、 列方向

改行 な し な し、 あ り

画像ログ ソース 割付け - 1CH～(連結し ている最大CH) p.3-16

保存 ON ON、 OFF

I/O設定 判定出力 ソース - ソースA～ソースN p.4-2

ヒ ス幅 20μm 0～999.999

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照
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＊1 ： [ガゾウ]-[ソース]-[ホゾン]がONの場合

＊2 ： [ガゾウ]-[ソース]-[ホゾン]がOFFの場合

バン ク

切替え バン ク1 バン ク1、 バン ク2、

バン ク3、 バン ク4

p.3-33

バン ク ク リ ア - （バン クの設定内容を初期化）

システム

イジ ェ ク ト - （メ モ リ カー ド を取出し） p.3-35

セーブ - （データ ス ト レージユニ ッ ト

の設定を保存）

p.3-35

初期化 - （データ ス ト レージユニ ッ ト

の設定を初期化）

p.3-36

情報 容量 - （RAM内メ モ リ容量を表示） p.3-36

周期 (最短計測周期)

バージ ョ ン - （データ ス ト レージユニ ッ ト

のバージ ョ ンを表示）

時計 日付 - (データ ス ト レージユニ ッ ト

のシステム時計)

p.3-36

時刻 -

通信 RS-232C データ長 8ビ ッ ト 8ビ ッ ト 、 7ビ ッ ト p.4-5

パリ テ ィ な し な し、 奇数、 偶数

ス ト ッ プビ ッ ト 1ビ ッ ト 1ビ ッ ト 、 2ビ ッ ト

ボーレー ト 38400 9600、 19200、 38400、 57600、

115200

デリ ミ タ CR CR、 LF、 CR+LF

プロ ト コル CompoWay/F CompoWay/F、 無手順 p.4-5

ノ ー ド 0 0～16 p.4-5

CFカー ド フ ォーマ ッ ト - - p.3-37

開始番号 （現在の開始番

号）

0～999 p.3-37

キーロ ッ ク OFF OFF、 ON p.3-37

言語切替え Japanese Japanese、 English p.3-38

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照
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■ RUNモー ド
RUNモー ド 中にデジ タル表示部に表示する内容を カス タ マイズできます。

表示のカス タ マイズ メ ニューは、 RUNモー ド でMENUキーを押し て呼び出し ます。

■ TEACHモー ド
判定し きい値を設定し ます。

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照

バン ク CF→コ ン ト ローラ フ ァ イル番号選択 - BANK0～BANK127 p.3-34

書換え対象CH選択 - 1CH～10CH

コ ン ト ローラ→CF 保存元CH選択 - 1CH～10CH p.3-34

保存元BANK選択 - B1～B4

フ ァ イル番号選択 - BANK0～BANK127

デジ タル 小数点桁 3桁 0桁～5桁 p.3-39

ECO表示 通常 通常、 ECO、 非表示 p.3-39

LCD ON/OFF ON ON、 オー ト OFF、 OFF p.3-40

バッ ク ラ イ ト ON ON、 オー ト OFF、 OFF p.3-40

カス タ マイズ OFF ON/OFF、 カ スタ ム p.3-40

ヘルプ - - p.3-41

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照

ダイ レ ク ト IN - - p.4-3

RUNモー ド

TEACHモー ド
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ロギング条件を設定する
こ こ では、 ロギング対象の設定、 ロギング開始 ト リ ガ、 終了 ト リ ガの設定、 ロギングデー

タのメ モ リ カー ドへの保存方法などの設定について、 説明し ます。

ロギングの全体的な流れについては、 「ロギングのし く み」 をご覧 く だ さい。

ロギングのし く み 　 p.1-11

ソースの設定

ロギング対象とする コ ン ト ローラやデータ を ソース と し て割付けます。

■ データのロギングソース

FUNモー ド-[ロギング]-[ソース]-[ソースA～N]

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） 選択し たソースにCH番号またはデータ を割付けます。

形ZS-HL/L または形ZFVに接続し ている場合はCH選択が表示さ

れます。 形ZS-MDCに接続し ている場合はデータ選択が表示され

ます。

CH ロギング対象とする形ZS-HL/Lまたは形ZFVのCH番号を割付けます。

設定範囲 ： 1CH～ （連結し ている最大CH）

データ ロギング対象とする形ZS-MDCのデータ を割付けます。

設定範囲 ： TASK1～TASK4、 入力A～入力I

ホゾン （保存） ロギングし て保存し たい場合は、 ONに設定し ます。 ロギングの ト リ ガ と

し てだけ使用し たいソースの場合はOFFに設定し ます。

設定範囲 ： OFF、 ON （初期値 ： OFF）

ラベル ロギングデータに対する ラベルを設定し ます。

･フ ァ ン クシ ョ ンキー 1～4で、 各文字グループの先頭を呼び出し ます。

1 ： A～Z、 [、 ￥、 ]、 ＾ 、 _ 、 `

2 ： a～z、 ｛、 | 、｝、 →、 ←、 。 、 「、」、・ 、 ヲ、 ァ、 ィ、 ゥ、 ェ、 ォ、 ャ、 ュ、 ョ、 ッ、 －

3： ア～ン、 ﾞ 、 ﾟ 、 空白、 ！、”、 ＃、 ＄、 ％、 ＆、’、 （、）、 ＊、 ＋、 ー、 ． 、 ／

4 ： 0～9、： 、； 、 ＜、 ＝、 ＞、 ？、 ＠

･UP/DOWNキーで、 文字を順に切替えます。

･L/Rキーで、 桁を移動し ます。

･文字を ク リ ア し たい場合は、 空白を選んで く だ さい。
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■ 画像のロギングソース
計測データ と一緒に画像を保存し たい場合に設定し ます。

FUNモー ド-[ガゾウ]-[ソース]

･ 形ZFVにおいて、 [ALL CLEAR]を実行し た場合は、 形ZS-DSUの条件設定を再度実行し て く だ さい。

･ 画像ロギング中に形ZFVの[IMAGE RATE]を変更し ないで く だ さい。

開始 ト リ ガの設定

ロギングの開始条件を設定し ます。

開始 ト リ ガは 「ボタ ン、 外部入力スロープ、 データ スロープ、 データウ ィ ン ド ウ、 I/O結果、 時刻」

の中から1つ選択し ます。 [ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]を選択し た と きに、 先頭の番号が点滅表示

される ものが、 現在の開始 ト リ ガです。 デフ ォル ト は[ボタ ン]に設定されています。

■ ボタ ン
形ZS-DSUのキー操作で開始 ト リ ガを入力する設定です。 ↑UPキーを押し た タ イ ミ ン

グで、 ロギングを開始し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[ボタ ン]

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） 画像データ をロギングする形ZFVのCH番号を割付けます。 割付けられる

のは1CHのみです。

設定範囲 ： 1CH～ （連結し ている最大CH）

センサヘ ッ ドの接続されているアンプユニ ッ ト のCH番号を割付

けて く だ さい。

ホゾン （保存） 画像データ をロギングする場合は、 ONに設定し ます。

設定範囲 ： ON、 OFF （初期値 ： ON）

マルチ コ ン ト ローラが接続されている場合は、 ON を選択できま

せん。
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■ 外部入力スロープ
外部 ト リ ガ信号(IN0)をロギング開始 ト リ ガ とする設定です。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[ガイブ]

設定値 説明

エ ッ ジ 外部 ト リ ガ信号のON、 OFFどち らのタ イ ミ ングで、 ロギングを開始する

かを選択し ます。

設定範囲 ： OFF→ON、 ON→OFF （初期値 ： OFF→ON）

外部 ト リ ガ入力から ロギング開始まで最大約1.2ms遅れます。

デ ィ レ イ 開始 ト リ ガの少し前から、 または少し後から ロギングを開始したい場合

にデ ィ レ イ時間を設定し ます。

設定範囲 ： -9999～9999 （ms） （初期値 ： 0ms）

画像ロギングONに設定し ている場合は、 デ ィ レ イ時間を画像枚数で設定

し ます。

設定範囲 ： -127～127 （枚） （初期値 ： 0枚）
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■ データ スロープ
デー タ （計測値） の変化を ロギング開始 ト リ ガにする設定です。 ト リ ガレベルを設定

し、 その値を超えた場合または下回った場合を開始 ト リ ガ と し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[データ]

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） ロギング開始 ト リ ガ と し て使用する ソースを選択し ます。

設定範囲 ： ソースA～N

エ ッ ジ ト リ ガレベルを上回った場合か下回った場合のどち ら を開始 ト リ ガ とす

るかを選択し ます。 また、 その後に ト リ ガレベルを設定し ます。

設定範囲 ： 立上がり、 立下がり （初期値 ： 立上がり）

デ ィ レ イ 開始 ト リ ガの少し前から、 または少し後から ロギングを開始したい場合

にデ ィ レ イ時間を設定し ます。

設定範囲 ： -9999～9999 （ms） （初期値 ： 0ms）

画像ロギングONに設定し ている場合は、 デ ィ レ イ時間を画像枚数で設定

し ます。

設定範囲 ： -127～127 （枚） （初期値 ： 0枚）
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■ データウ ィ ン ド ウ
データ （計測値） の変化をロギング開始 ト リ ガにする設定です。 上下限値を設定し て、

計測値がその範囲内に入った場合、 または範囲外になった場合を開始 ト リ ガ と し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[ウ ィ ン ド ウ]

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） ロギング開始 ト リ ガ と し て使用する ソースを選択し ます。

設定範囲 ： ソースA～N

ジ ョ ウゲン （上限値） 指定範囲の上限値を設定し ます。

設定範囲 ： -999.999～999.999

カゲン （下限値） 指定範囲の下限値を設定し ます。

設定範囲 ： -999.999～999.999

ジ ョ ウケン （条件） 計測値が範囲内に入った場合か、 範囲外になった場合のどち ら を開始 ト

リ ガ とするかを選択し ます。

設定範囲 ： イ ン、 アウ ト （初期値 ： イ ン）

デ ィ レ イ 開始 ト リ ガの少し前から、 または少し後から ロギングを開始したい場合

にデ ィ レ イ時間を設定し ます。

設定範囲 ： -9999～9999 （ms） （初期値 ： 0ms）

画像ロギングONに設定し ている場合は、 デ ィ レ イ時間を画像枚数で設定

し ます。

設定範囲 ： -127～127 （枚） （初期値 ： 0枚）
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■ I/O結果
ソースに割付けられた特定のCHのコ ン ト ローラの入力結果 （ ト リ ガ入力など） や出力

結果 （HIGH/PASS/LOWなど） で ト リ ガをかけたい場合に設定し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[I/O]

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） ロギング開始 ト リ ガ と し て使用する ソースを選択し ます。

設定範囲 ： ソースA～N

I/Oセン タ ク （I/O選択） 選択し たソースに割付けられたCHの、 どの入出力信号を開始 ト リ ガ とす

るかを選択し ます。

設定範囲 ： IN0～IN3、 OUT0～OUT4

アク テ ィ ブ 信号のON→OFF、 OFF→ONのどち らの動きを ト リ ガ とするかを設定し ま

す。

設定範囲 ： OFF→ON、 ON→OFF （初期値 ： OFF→ON）

デ ィ レ イ 開始 ト リ ガの少し前から、 または少し後から ロギングを開始したい場合

にデ ィ レ イ時間を設定し ます。

設定範囲 ： -9999～9999 （ms） （初期値 ： 0ms）

画像ロギングONに設定し ている場合は、 デ ィ レ イ時間を画像枚数で設定

し ます。

設定範囲 ： -127～127 （枚） （初期値 ： 0枚）
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■ 時刻
指定し た時刻(○時○分○秒)にロギングを開始する設定です。

あらかじめ形ZS-DSUのシステム時計を設定し ておいて く だ さい。

システム時計の設定 　 p.3-36

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[ジ コ ク]

終了 ト リ ガの設定

ロギングの終了条件を設定し ます。

･ 終了 ト リ ガは 「ボタ ン、 外部入力スロープ、 データ スロープ、 データウ ィ ン ド ウ、 I/O結果、 時刻、

時間、 データ点数」 の中から1つ選択し ます。 [ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]を選択し た と き

に、 先頭の番号が点滅表示される ものが、 現在の終了 ト リ ガです。 デフ ォル ト は[ボタ ン]に設定さ

れています。

･ 画像ロギングONの場合は、 時間は選択できません。

■ ボタ ン
形ZS-DSUのキー操作で終了 ト リ ガを入力する設定です。 ↑UPキーを押し た タ イ ミ ン

グで、 ロギングを終了し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ボタ ン]
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■ 外部入力スロープ
外部 ト リ ガ信号(IN0)をロギング終了 ト リ ガ とする設定です。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ガイブ]

■ データ スロープ
デー タ （計測値） の変化を ロギング終了 ト リ ガにする設定です。 ト リ ガレベルを設定

し、 その値を超えた場合または下回った場合を終了 ト リ ガ と し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[データ]

設定値 説明

エ ッ ジ 入力信号のON、 OFFどち らのタ イ ミ ングで、 ロギングを終了するかを選

択し ます。

設定範囲 ： OFF→ON、 ON→OFF （初期値 ： OFF→ON）

外部 ト リ ガ入力から ロギング終了まで最大約1.2ms遅れます。

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） ロギング終了 ト リ ガ と し て使用する ソースを選択し ます。

設定範囲 ： ソースA～N

エ ッ ジ ト リ ガレベルを上回った場合か下回った場合のどち ら を終了 ト リ ガ とす

るかを選択し ます。 また、 その後に ト リ ガレベルを設定し ます。

設定範囲 ： 立上がり、 立下がり （初期値 ： 立上がり）
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■ データウ ィ ン ド ウ
データ （計測値） の変化をロギング終了 ト リ ガにする設定です。 上下限値を設定し て、

計測値がその範囲内に入った場合、 または範囲外になった場合を終了 ト リ ガ と し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ウ ィ ン ド ウ]

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） ロギング終了 ト リ ガ と し て使用する ソースを選択し ます。

設定範囲 ： ソースA～N

ジ ョ ウゲン （上限値） 指定範囲の上限値を設定し ます。

設定範囲 ： -999.999～999.999

カゲン （下限値） 指定範囲の下限値を設定し ます。

設定範囲 ： -999.999～999.999

ジ ョ ウケン （条件） 計測値が範囲内に入った場合か、 範囲外になった場合のどち ら を終了 ト

リ ガ とするかを選択し ます。

設定範囲 ： イ ン、 アウ ト （初期値 ： イ ン）
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■ I/O結果
ソースに割付けられた特定のCHのコ ン ト ローラの入力結果 （ ト リ ガ入力など） や出力

結果 （HIGH/PASS/LOWなど） で ト リ ガをかけたい場合に設定し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[I/O]

■ 時刻
ロギング終了の時刻(○時○分○秒) を設定し ます。 設定し た時刻にな った タ イ ミ ング

で、 データ ロギングを終了し ます。

あらかじめ形ZS-DSUのシステム時計を設定し ておいて く だ さい。

システム時計の設定 　 p.3-36

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ジ コ ク]

設定値 説明

ワ リ ツケ （割付け） ロギング終了 ト リ ガ と し て使用する ソースを選択し ます。

設定範囲 ： ソースA～N

I/Oセン タ ク （I/O選択） 選択し たソースに割付けられたCHの、 どの入出力信号を終了 ト リ ガ とす

るかを選択し ます。

設定範囲 ： IN0～IN3、 OUT0～OUT4

アク テ ィ ブ 信号のON→OFF、 OFF→ONのどち らの動きを ト リ ガ とするかを設定し ま

す。

設定範囲 ： OFF→ON、 ON→OFF （初期値 ： OFF→ON）
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■ データ点数
取得デー タ点数 （画像ロギングの場合はデー タ枚数） を設定し ます。 ロギング開始か

ら設定数のデータ を取得し た タ イ ミ ングで、 データ ロギングを終了し ます。

計測値データ をロギングし ている場合は、 [サンプ リ ング]-[ カ ン カ ク （間隔） ] で設定

し た1周期が1データにな り ます。

設定範囲 ： 1～999999 （点）

画像ロギングONに設定し ている場合は、 画像枚数を設定し ます。

設定範囲 ： 1～128 （枚）

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[データ スウ]

■ 時間
開始 ト リ ガから終了 ト リ ガまでの時間(○時間○分○秒)を設定し ます。開始 ト リ ガから

設定し た時間経過し た タ イ ミ ングで、 データ ロギングを終了し ます。

あらかじめ形ZS-DSUのシステム時計を設定し ておいて く だ さい。

システム時計の設定 　 p.3-36

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ジカ ン]

画像ロギングON時には選択できません。
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サンプ リ ングの設定

サンプ リ ング間隔や停止条件、 メ モ リ カー ドへの保存フ ォーマ ッ ト などを設定し ます。

■ 画像ロギングONのと き
形ZFV-Cの画像を ロギングする場合、 画像デー タは形ZFV-C独自のフ ォーマ ッ ト で保存されます。

保存画像をパソ コ ンで確認し た り、BMPフ ォーマ ッ ト に変換し たい場合は、スマー ト モニ タZFVツー

ルを使用し て く だ さい。 このツールは、 オムロンのホームページ(http:www.fa.omron.co.jp/)からダウ

ンロー ド し ていただけます。

FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

設定値 説明

モー ド メ モ リ カー ドへの保存方法を設定し ます。

ワンシ ョ ッ ト 形ZS-DSU内部のRAMにデータ を蓄積し た後、 ま とめて メ モ リ カー ド に保存

し ます。

･ メ モ リ カー ドへのフ ァ イル保存が完了するまでは、次の開始 ト リ ガ

は受付けられません。 形ZS-DSU内部のRAMへの蓄積、 またはメ モ

リ カー ドへの保存を行っている期間は、 BUSY出力がONし ます。

･ ロギング中は、 メ モ リ カー ドへのア クセスは実行せず、 形ZS-DSU

内部のRAMにバッ フ ァ リ ングするため、高速にサンプ リ ングできま

す。 なお、 連続で取り こぼし な く 保存できる容量は、 形ZS-DSU内

部のRAM容量に影響されます。

最新 終了 ト リ ガ後、 最新128枚の画像データ を保存し ます。

開始 ト リ ガ～終了 ト リ ガまで、 画像データ を内部RAMにバッ フ ァ リ ングし ま

す。 128枚以上バッ フ ァ リ ングされた場合でも、 常に最新128枚のデータが

バッ フ ァ リ ングされます。
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･ 形ZFVからの画像データ入力がロギングタ イ ミ ングと なるため、形ZS-DSUの周期表示 （[システム

]-[ジ ョ ウホウ]-[シュウキ]） は 「------」 （不定） にな り ます。

･ ロギング可能な画像枚数は、 最大128枚です。 （形ZS-DSUのサンプ リ ング間隔には依存し ません。）

標準 開始 ト リ ガ後、 最大128枚の画像データ を保存し ます。

開始 ト リ ガ入力後、 128枚の画像データが保存されたら、 メ モ リ カー ドへ

フ ァ イル保存し ます。

テイシ （停止条件） サンプ リ ング （開始 ト リ ガ待ち状態） の停止条件を設定し ます。

ト リ ガスウ （ ト リ ガ数） 開始 ト リ ガ～終了 ト リ ガの繰返し を何回実施するかを設定し ます。 設定し た

回数だけ開始 ト リ ガ～終了 ト リ ガが繰返される と、 サンプ リ ングが停止し ま

す。 （初期値 ： 1）

ナシ （な し） 常時サンプ リ ングし ている状態 （開始 ト リ ガ待ち状態） と な り ます。 サンプ

リ ング停止状態にな り ません。

ジカ ン （時間） 指定し た時間が経過し たら、 サンプ リ ングを停止し ます。

フ ァ イル フ ァ イル （ロギングデータ） を メ モ リ カー ドへ書込む方法について設定し ま

す。

シンキサクセイ

（新規作成）

開始 ト リ ガご とに新規フ ァ イルが作成されます。 （初期値）

カ ン カ ク （間隔） 画像データ をロギングする条件を設定し ます。

サンプ リ ング間隔は画像を出力する コ ン ト ローラの ト リ ガ周期に依

存し ます。

すべて アンプユニ ッ ト の計測画像をすべてロギングし ます。

NG保存 NG発生時の計測画像をロギングし ます。

モー ド ソースA～Nに割当てられたデータに対する判定内容を設定し ます。

形ZS-LDC、 形ZS-MDCが対象と なっている ソースについては、 PASS出力の

場合がOK、 HIGHも し く はLOW出力の場合がNGと な り ます。

設定範囲 ： OR、 AND

・ OR ： 判定対象のソースのどれかひとつでも判定NGである場合、 結果を メ

モ リ カー ド に保存し ます。

・ AND ： 判定対象のソースすべてが判定NGである場合、 結果を メ モ リ カー ド

に保存し ます。

ソースA～N 判定に使用する ソースを設定し ます。

設定範囲 ： OFF、 ON

設定値 説明
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■ 画像ロギングOFFのと き

FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

設定値 説明

モー ド メ モ リ カー ドへの保存方法を設定し ます。

ワンシ ョ ッ ト 短いサンプ リ ング間隔で形ZS-DSU内部のRAMにサンプ リ ングデータ を蓄積

し た後、 ま とめて メ モ リ カー ド に保存し ます。 リ ピー ト よ り も短いサンプ リ

ング間隔で高速にロギングできます。 正し く 計測できているかテス ト する と

きは、 ワンシ ョ ッ ト が便利です。

サンプ リ ングのタ イ ミ ングチャー ト 　 p.3-29

リ ピー ト サンプ リ ングデータのRAMへの蓄積と、 メ モ リ カー ドへの保存を同時に実行

し ます。 内部RAMの容量に影響されないロギングが可能で、 長時間のデータ

ロギングに適し ています。 （初期値）

サンプ リ ングのタ イ ミ ングチャー ト 　 p.3-30

テイシ （停止条件） サンプ リ ング （開始 ト リ ガ待ち状態） の停止条件を設定し ます。

ト リ ガスウ

（ ト リ ガ数）

開始 ト リ ガ～終了 ト リ ガの繰返し を何回実施するかを設定し ます。 設定し た

回数だけ開始 ト リ ガ～終了 ト リ ガが繰返される と、 サンプ リ ングが停止し ま

す。 （初期値 ： 1）

ナシ （な し） 常時サンプ リ ングし ている状態 （開始 ト リ ガ待ち状態） と な り ます。 サンプ

リ ング停止状態にな り ません。

ジカ ン （時間） 指定し た時間が経過し たら、 サンプ リ ングを停止し ます。

フ ァ イル フ ァ イル （ロギングデータ） を メ モ リ カー ドへ書込む方法について設定し ま

す。

シンキサクセイ

（新規作成）

開始 ト リ ガご とに新規フ ァ イルが作成されます。 （初期値）

ウワガキ

（上書き）

停止状態→サンプ リ ング開始後、 1回目の開始 ト リ ガ時にフ ァ イルが新規作

成され、 2回目の開始 ト リ ガでは同じ フ ァ イルが上書き されます。 なお、 停

止状態になるまでは同じ フ ァ イルを上書き し ます。 上書き される と、 元のロ

ギングデータは消去されます。

ツ イキ （追記） 停止状態→サンプ リ ング開始後、 1回目の開始 ト リ ガ時にフ ァ イルが新規作

成され、 2回目以降の開始～終了 ト リ ガでは同じ フ ァ イルに追記されます。

なお、 停止状態になるまでは同じ フ ァ イルに追記されます。

カ ン カ ク （間隔） データ ロギングのサンプ リ ング間隔を設定し ます。

設定範囲 ： ワンシ ョ ッ ト 選択時は150μs～1時間

リ ピー ト 選択時は10ms～1時間
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■ タ イ ミ ングチャー ト

● ワンショ ッ ト モード （ 高速ロギング）

･ メ モ リ カー ド へのフ ァ イル保存が完了するまでは、 次の開始 ト リ ガは受付けられません。 保存が

完了するまで、 BUSY出力がONし ます。

･ ロギング中は、 メ モ リ カー ドへのア クセスは実行せず、 形ZS-DSU内部のRAMにバッ フ ァ リ ングす

るため、 高速にサンプ リ ングできます。 なお、 連続で取り こぼし な く 保存でき る容量は、 形ZS-

DSU内部のRAM容量に影響されます。

サンプ リ ング間隔と ロギング時間の目安(参考)は、 以下のとお り です。

･形ZS-LDCのみを接続時 ･形ZS-MDCと接続時

CH数
最小

サンプ リ ング間隔

最長

ロギング時間

　 1 150μs 10分

　 2 200μs 6.5分

　 3 300μs 6.5分

　 4 350μs 5.5分

　 5 400μs 5分

　 6 450μs 5分

　 7 500μs 4.5分

　 8 550μs 4.5分

　 9 650μs 4.5分

10 700μs 4.5分

（代表例）

CH数
最小

サンプ リ ング間隔

最長

ロギング時間

　 1 350μs 20分

　 2 400μs 12分

　 3 450μs 9分

　 4 500μs 8分

　 5 550μs 7分

　 6 600μs 6.5分

　 7 650μs 6分

　 8 650μs 5分

　 9 700μs 5分

10 750μs 4.5分

（代表例）
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● リ ピート モード （ 長時間連続ロギング）

･ ロギング中は、 メ モ リ カー ドへ保存し ながらサンプ リ ングするため、 メ モ リ カー ド の容量が許す

限り保存し続ける こ とができます。

･ 開始 ト リ ガ と次のリ ピー ト の開始 ト リ ガの間隔は、 1秒以上空けて く だ さい。

サンプ リ ング間隔と ロギング時間の目安(参考)は、 以下のとお り です。

･64MBのメ モ リ カー ドの場合

CH数
最小

サンプ リ ング間隔

最長

ロギング時間

1 10ms 20時間

2 10ms 10時間

4 10ms 5時間

9 10ms 2時間

（代表例）
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データ フ ォーマ ッ ト の設定

ロギングデータ を保存する と きのフ ォーマ ッ ト を設定し ます。

FUNモー ド-[ロギング]- [フ ォーマ ッ ト ]

■ データ フ ォーマ ッ ト について
ロギングデータは、 並び方向や改行入力によ り フ ォーマ ッ ト が異な り ます。

● 列方向

･I/Oデータ保存な し、 改行入力な しの場合

･I/Oデータ保存あ り、 改行入力な しの場合

･I/Oデータ保存な し、 改行入力あ りの場合

設定値 説明

I/Oデータ 判定出力などのフ ラグ情報 （ヘ ッ ダ情報） を保存するかど うかを設定し ま

す。

設定範囲 ： 保存な し、 保存あ り （初期値 ： 保存な し）

ナラ ビ （データ並び方向） ロギングデータの並び方向を設定し ます。

設定範囲 ： 行方向、 列方向 （初期値 ： 列方向）

カ イギ ョ ウ （改行/改列入力） 外部からの改行/改列入力によ って改行/改列するかど うかを設定し ます。

「な し」 に設定された場合は、 1回ご とに改行/改列されます。

「あ り」 に設定された場合は、 改行/改列入力が入力されるまで改行/改列さ

れません。

設定範囲 ： な し、 あ り （初期値 ： な し）



3-32

第
 3

 章
設

　
定

ZS-DSU
ユーザーズマニュ アル

第3章
ロギング条件を設定する

･I/Oデータ保存あ り、 改行入力あ りの場合

● 行方向

･I/Oデータ保存な し、 改行入力な しの場合

･I/Oデータ保存あ り、 改行入力な しの場合

･I/Oデータ保存な し、 改行入力あ りの場合

･I/Oデータ保存あ り、 改行入力あ りの場合

行または列ご とにラベルを入力し てお く と、 データ識別 ・ 管理に便利です。

ソースの設定 　 p.3-15
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バンク を設定する
形ZS-DSUには、最大4種類の設定内容を記憶し てお く こ とができ、段取り替え時に設定内

容を外部から切替え られます。 この設定内容一式をバン ク と呼びます。

バン クの切替

工場出荷時は、 バン ク1が選択されていますが、 他にもバン ク2～4があ り ます。

通信コマン ド によ り、 外部装置からバン ク を切替える こ とができます。

コマン ド フ ォーマ ッ ト の詳細については、 別冊の 「通信コ マン ド リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ さい。

FUNモー ド-[バン ク]- [キリ カエ]

バン クのク リ ア

現在選択されているバン ク内容が初期化されます。

FUNモー ド-[バン ク]- [バン ク ク リ ア]

[システム]およびRUNモー ド における表示設定は初期化されません。

設定値 説明

キ リ カエ （切替） 対象のバン ク を選択し ます。

　 設定範囲 ： バン ク1、 バン ク2、 バン ク3、 バン ク4 　 (初期値 ： バン ク1)
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外部バンク 機能
メ モ リ カー ド に最大128個のバン クデータ を保存できます。 コ ン ト ローラのバン ク数では

足り ない場合、 段取り替えの必要に応じ て、 連結し ている コ ン ト ローラに メ モ リ カー ドか

らバン クデータ をロー ド できます。

RUNモー ド-MENUキー -[バン ク]

設定値 説明

CF→コ ン ト

（CF→コ ン ト ローラ）

メ モ リ カー ド内のバン クデータ を、 指定されたCHの現在のバン クに転送し

ます。

[CF→コ ン ト ローラ]を選択する と、 引き続き以下の設定項目が表示されま

す。

・ フ ァ イル番号 ： BANK0～BANK127

・ 書換え対象CH ： 1CH～14CH

コ ン ト ローラの現在の設定内容が変更されますが、 バン クの内容が

セーブ されるわけではあ り ません。 現在の設定内容を保存する場合

は、 該当コ ン ト ローラでセーブを実行し て く だ さい。

コ ン ト →CF

（コ ン ト ローラ→CF）

指定し たCHの、 指定し たバン クのデータ を、 メ モ リ カー ド にバン クデータ

と し て保存し ます。

[コ ン ト ローラ→CF]を選択する と、 引き続き以下の設定項目が表示されま

す。

・ 保存元CH ： 1CH～14CH

・ 保存元BANK ： B1～B8(対象コ ン ト ローラによ って指定できるバン ク数は

異な り ます)

・ フ ァ イル番号 ： BANK0～BANK127
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システム環境を設定する
システム環境を設定し ます。

メ モ リ カー ドの取出し

メ モ リ カー ド を取出すと きには、 必ず実行し て く だ さい。

メ モ リ カー ドの挿抜方法 　 p.2-15

FUNモー ド-[システム]- [イジ ェ ク ト ]

設定データの保存

バン ク設定内容およびシステム設定の内容をデー タ ス ト レージユニ ッ ト 内部に保存し ま

す。

･ 現在選択されているバン ク番号に関係な く 、 すべてのバン ク設定内容が保存されます。

･ 設定後、 必ずデータの保存を行って く だ さい。 データ保存を行わずに電源を切る と、 設定がすべて消

去されます。 また、 設定変更後データ保存を行わずに、 モー ド変更を行った場合、 セーブするかど う

か確認メ ッ セージが表示されます。

FUNモー ド-[システム]- [セーブ]

設定値 説明

OK メ モ リ カー ド を イジ ェ ク ト 可能な状態にし ます。

CANCEL メ モ リ カー ドのイジ ェ ク ト をキャ ンセルし ます。

設定値 説明

OK 設定データ を保存し ます。

CANCEL 設定データ を保存し ません。
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設定データの初期化

バン ク設定内容およびシステム設定の内容をすべて工場出荷状態にし ます。

現在選択されているバン ク番号に関係な く 、すべてのバン ク設定内容およびシステム設定が工場出荷状

態にな り ます。

FUNモー ド-[システム]- [シ ョ キカ]

システム情報の確認

メ モ リ容量、 データ ス ト レージユニ ッ ト のシステムバージ ョ ンを表示し ます。

FUNモー ド-[システム]- [ジ ョ ウホウ]

システム時計の設定

データ ス ト レージユニ ッ ト のシステム時計を設定し ます。

FUNモー ド-[システム]- [ ト ケイ]

設定値 説明

OK 設定データ を初期化し ます。

CANCEL 設定データ を初期化し ません。

設定値 説明

ヨ ウ リ ョ ウ （メ モ リ容量） メ モ リ カー ドの容量を表示し ます。

シュウキ （周期） 最短計測周期を表示し ます。

バージ ョ ン データ ス ト レージユニ ッ ト のシステムバージ ョ ンを表示し ます。

設定値 説明

ヒ ヅケ （日付） 日付を設定し ます。

ジ コ ク （時刻） 時刻を設定し ます。
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メ モ リ カー ドの初期化

メ モ リ カー ド を フ ォーマ ッ ト し ます。

FUNモー ド-[システム]-[CFカー ド ]- [フ ォーマ ッ ト ]

保存開始番号の設定

メ モ リ カー ド に保存されるロギングフ ァ イルには、連番のフ ァ イル名が自動的に付けられ

ます。 その開始番号を変更できます。

なお、 現在存在する番号を指定する と、 上書き されますのでご注意 く だ さい。

FUNモー ド-[システム]-[CFカー ド ]- [カ イシNo]

キー操作の設定

データ ス ト レージユニ ッ ト のキー入力をすべて無効にし ます。解除するまでキー入力は受

付けられません。 誤っ て設定を変更し て し ま う こ と を避けたい場合に便利です。

キーロ ッ ク中で も、 キーロ ッ ク メ ニューへの移動や、 MENUキーやESCキーによる階層移

動は可能です。

FUNモー ド-[システム]- [キーロ ッ ク]

設定値 説明

OK メ モ リ カー ド を初期化し ます。

CANCEL メ モ リ カー ド を初期化し ません。

設定値 説明

0～999 開始番号を設定し ます。 デフ ォル ト は、 現在の開始番号が表示されます。

設定値 説明

OFF キーロ ッ ク を解除し ます。 (初期値)

ON キーをロ ッ ク し ます。
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言語の設定

液晶画面に表示する言語を設定し ます。

FUNモー ド-[システム]- [ゲンゴ]

設定値 説明

Japanese （日本語） メ ニューを日本語で表示し ます。 (初期値)

English （英語） メ ニューを英語で表示し ます。
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表示方法を設定する
RUNモー ド でロギング中にデータ ス ト レージユニ ッ ト に何を表示させるかを設定し ます。

表示方法の設定は、 RUNモー ド に切替後、 ト ッ プ メ ニューを表示し て行います。

デジ タル部の設定

RUNモー ド におけるデジ タル部の表示について設定し ます。

■ 小数点以下の桁数
デジ タル部の表示桁数を設定し ます。

5ケ タ以下に変更し た場合は、 下位の桁から表示が消去されます。

RUNモー ド -MENUキー -[デジ タル]-[シ ョ ウスウケ タ]

■ ECO表示の設定
デジ タル部の表示の明る さ を設定し ます。

RUNモー ド -MENUキー -[デジ タル]-[エ コ]

設定値 説明

5ケ タ、 4ケ タ、 3ケ タ、 2ケ タ、

1ケ タ、 0ケ タ

小数点以下の表示桁数を設定し ます。

(初期値 ： 3ケ タ)

設定値 説明

ツウジ ョ ウ （通常） 通常の明る さ で表示し ます。 (初期値)

ECO 消費電流を抑え、 暗 く し て表示し ます。

ヒ ヒ ョ ウジ （非表示） デジ タル部を表示し ません。
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液晶画面の設定

RUNモー ド における液晶画面の表示について設定し ます。

■ 表示ON/OFFの設定
液晶画面の表示の有無を設定し ます。

RUNモー ド -MENUキー -[LCD]-[ON/OFF]

■ バッ ク ラ イ ト のON/OFFの設定
液晶画面のバッ ク ラ イ ト の点灯/消灯を設定し ます。

RUNモー ド -MENUキー -[LCD]-[バッ ク ラ イ ト ]

■ 液晶画面のカス タ マイズ
液晶画面に、 カス タ マイズし た文字を表示し たい場合に設定し ます。

RUNモー ド -MENUキー -[LCD]-[カス タ マイズ]

設定値 説明

ON 液晶画面を常時表示し ます。 (初期値)

オー ト OFF 非操作状態が1分間続いた場合、 液晶画面を非表示にし ます。

OFF 液晶画面を非表示にし ます。

（RUNモー ド時のみ。 ただ し、 MENUキーを押し た と き表示のカス タ マイ

ズ メ ニューは表示されます。 )

設定値 説明

ON 液晶画面のバッ ク ラ イ ト を常時点灯し ます。 (初期値)

オー ト OFF 非操作状態が1分間続いた場合、 バッ ク ラ イ ト を消灯し ます。

OFF 液晶画面のバッ ク ラ イ ト を消灯し ます。

設定値 説明

ON/OFF 液晶画面に、 [カス タム]で設定し た文字を表示し たい場合、 ONに設定し

ます。 (初期値 ： OFF)

カス タム 液晶画面に表示させたい文字を編集し ます。 (最大16桁)

･フ ァ ン クシ ョ ンキー 1～4で、 各文字グループの先頭を呼び出し ます。

1 ： A～Z、 [、 ￥、 ]、 ＾ 、 _ 、 `

2 ： a～z、 ｛、 | 、｝、 →、 ←、 。 、 「、」、・ 、

ヲ、 ァ、 ィ 、 ゥ、 ェ、 ォ、 ャ、 ュ、 ョ 、 ッ、 －

3 ： ア～ン、 ﾞ 、 ﾟ 、 空白、 ！、”、 ＃、 ＄、 ％、 ＆、’、 （、）、 ＊、

＋、 ー、 ． 、 ／

4 ： 0～9、： 、； 、 ＜、 ＝、 ＞、 ？、 ＠

･UP/DOWNキーで、 文字を順に切替えます。

･L/Rキーで、 桁を移動し ます。

･文字を ク リ ア し たい場合は、 空白を選んで く だ さい。



3-41
ZS-DSU

ユーザーズマニュアル

第
 3

 章
設

　
定

第3章
表示方法を設定する

ヘルプ

RUNモー ド でのSETキーやESCキーの役割をヘルプ表示し ます。

RUNモー ド-MENUキー -[ヘルプ]
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外部入出力

ア ラーム出力 4-2

計測データのソースを選択する 4-2

判定条件を設定する 4-3

RS-232C入出力 4-4

RS-232Cの仕様 4-4

通信仕様の設定 4-5
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第4章
アラーム出力

アラ ーム出力
形ZS-DSUでは、コ ン ト ローラから取得し た計測データ に独自の判定条件を設定できます。

この判定結果をアラーム出力 （HH出力、 LL出力） と し て利用できます。

入力 ・ 出力コー ドの各配線について 　 p.2-11

計測データのソースを選択する

ロギングデータ （計測値） の判定結果をアラームと し て出力する場合に、 対象とする ソー

ス と ヒ ス幅を設定し ます。

FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[ハンテイ]

設定値 説明

ソース 判定対象とする ソースを設定し ます。

　 設定範囲 ： ソースA～ソースN

ヒ ス （ヒ ス幅） ヒ ス幅を設定し ます。

　 設定範囲 ： 0～999.999 （初期値 ： 20μm）

計測値
HIGHし きい値

LOWし きい値

出力

動作点
復帰点

ヒ ステ リ シス （ヒ ス幅）
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判定条件を設定する

アラーム出力するための、 HIGHし きい値とLOWし きい値の2つを設定し ます。 判定結果と

し て出力されるのは 「HIGH」 「PASS」 「LOW」 の3種類があ り ます。

し きい値にはヒ ステ リ シス （ヒ ス幅） を設定する こ と もできます。 判定が安定し ないと きは、 ヒ ステ リ

シスを設定し て く だ さい。 チャ タ リ ングを防止できます。

計測データのソースを選択する 　 p.4-2

TEACHモー ド

設定方法 内容

ダイ レ ク ト IN

(L/R/UP/DOWNキー）

数値を直接入力し て し きい値を設定し ます。

HIGHし きい値

計測値

LOWし きい値

出力

(計測値＞HIGHし きい値の場合ON)

(LOWし きい値≦計測値≦HIGHし きい値

の場合ON)

(計測値＜LOWし きい値の場合ON)
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RS-232C入出力

RS-232C入出力
データ ス ト レージユニ ッ ト には、 USBポー ト のないパソ コ ン との接続用にRS-232Cポー ト

も標準装備し ています。 オムロン独自の通信プロ ト コルCompoWay/Fまたは無手順を使っ

た外部装置との通信が可能です。 コ マン ド フ ォーマ ッ ト の詳細については、 別冊 「通信コ

マン ド リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ さい。

RS-232Cの仕様

■ コネク タのピン配置
コネク タは、 専用コネク タ を使用し ています。

専用コネク タに適合し たRS-232Cケーブルを用意し てお り ます。

推奨品 ： 形ZS-XRS2(コー ド長2m)

10 1
嵌合部
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通信仕様の設定

RS-232Cの通信仕様を設定し ます。

形ZS-DSUと外部装置の通信仕様を合わせて く だ さい。

FUNモー ド-[システム]-[ツウシン]

通信プロ ト コルの詳細については、 別冊の 「通信コマン ド リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ さい。 通信コマン

ド マニュアルについては、 当社営業担当者までお問い合わせ く だ さい。

設定値 設定範囲

RS-232C データ チ ョ ウ

（データ長）

8ビ ッ ト 、 7ビ ッ ト （初期値 ： 8ビ ッ ト ）

パリ テ ィ な し、 奇数、 偶数 （初期値 ： な し）

ス ト ッ プビ ッ ト 1ビ ッ ト 、 2ビ ッ ト （初期値 ： 1ビ ッ ト ）

ボーレー ト 9600、 19200、 38400、 57600、 115200 （初期値 ： 38400）

デリ ミ タ CR、 LF、 CR+LF （初期値 ： CR）

プロ ト コル CompoWay/F、 無手順 （初期値 ： CompoWay/F）

ノ ー ド （ノ ー ドNo.） 0～16 （初期値 ： 0）

ノ ー ド No. とは、 上位機器 （プログラマブルコ ン ト ローラ） から見た

連結群番号を示し ます。 プログラ マブルコ ン ト ローラにはZS シ リ ー

ズだけでな く 複数の機器もつながり ます。このよ う なプログラ マブル

コ ン ト ローラに連結された機器に割当てる番号を ノ ー ド No. といいま

す。
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ユーザーズマニュアル

第 5 章

アプリ ケーショ ンの設定例

定期的継続ロギング 5-2

多点同時ロギング 5-5

検出ワーク ご との形状ロギング 5-8

画像と複数コ ン ト ローラの計測値を同時ロギング 5-11

1日のNG画像を保存 5-14

NG前後の画像をロギング 5-16
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定期的継続ロギング
シー ト の厚み計測など、 一定間隔で長時間にわたってロギングする設定例です。

こ こ では、 形ZS-MDC と形ZS-LDC 2台で挟み込み厚みを計測し て、 100msおきに5時間ロ

ギングする場合の設定例について説明し ます。

設定は、 形ZS-DSUと形ZS-MDCで行います。

センサヘ ッ ド、 コ ン ト ローラの接続と設置の方法については、 「形ZS-Lシ リーズ 　 ユーザーズマニュア

ル」 を参照し て く だ さい。
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定期的継続ロギング

あらかじめ、 画像ロギングを OFF、 および形ZS-MDCに次の設定を し ておいて く だ さ い。

操作 ・ 設定方法については、 形ZS-MDCのユーザーズマニュアルをご覧 く だ さい。

形ZS-DSUの設定

FUNモー ド-[ロギング]-[ソース]-[ソースA]

1. データ を保存する ソースを選択し ます。

ソースAに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： TASK1

ホゾン 　 ： ON

ラベル 　 ： （任意の文字）

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[ボタ ン]

2. 開始 ト リ ガ とする[ボタ ン]を選択し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ジカ ン]

3. 終了 ト リ ガを5時間に設定し ます。

設定項目 設定値

割付 入力A 2CH

入力B 3CH

TASK1 演算 演算の種類 厚み

演算パラ メ ータX 入力A

演算パラ メ ータY 入力B
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定期的継続ロギング

FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

4. サンプ リ ング条件を設定し ます。

モー ド 　 ： リ ピー ト

テイシ 　 ： ナシ

フ ァ イル ： シンキサクセイ

カ ン カ ク ： 100ms

RUNモー ド

5. ↑UPキーを 1回押し て、 開始 ト リ ガ待ち状態に

し ます。

6. も う一度↑UPキーを 1回押し て、 ロギングが開

始し ます。

5時間経過するまでロギングが継続されます。

↓DOWNキーを押すと途中で強制終了できます。
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多点同時ロギング
平坦度計測など、 多数の計測デー タ を特定のタ イ ミ ングで同時にロギングする設定例で

す。

こ こ では、 形ZS-MDC と形ZS-LDC4台で平坦度を計測し、 形ZS-MDCのタ イ ミ ング信号に

同期し てロギングする場合の設定例について説明し ます。

設定は、 形ZS-DSUと形ZS-MDCで行います。

センサヘ ッ ド、 コ ン ト ローラの接続と設置の方法については、 「形ZS-Lシ リーズ 　 ユーザーズマニュア

ル」 を参照し て く だ さい。
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第5章
多点同時ロギング

あらかじめ、 画像ロギングを OFF、 および形ZS-MDCに次の設定を し ておいて く だ さ い。

操作 ・ 設定方法については、 形ZS-MDCのユーザーズマニュアルをご覧 く だ さい。

形ZS-DSUの設定

FUNモー ド-[ロギング]-[ソース]-[ソースA]

1. データ を保存する ソースを選択し ます。

ソースAに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： ニュウ リ ョ クA

ホゾン 　 ： ON

ラベル 　 ： （任意の文字）

[ソースB]～[ソースD]にも同様に[ニュウ リ ョ ク

B]～[ニュウ リ ョ クD]を設定し て く だ さい。

[ソースE]には、 [TASK1]を設定し て く だ さい。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[I/O]

2. 開始 ト リ ガを設定し ます。

ワ リ ツケ 　 　 ： ソースA

I/Oセン タ ク  ： IN0

ア ク テ ィ ブ 　 ： OFF→ON

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[データ スウ]

3. 終了 ト リ ガ とするデータ点数を 1 点に設定し ま

す。

設定項目 設定値

割付 入力A 2CH

入力B 3CH

入力C 4CH

入力D 5CH

TASK1 演算 演算の種類 MAX-MIN （入力A～Dをすべて有効）
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FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

4. サンプ リ ング条件を設定し ます。

モー ド 　 ： リ ピー ト

テイシ 　 ： 繰返し ロギングし たい回数

フ ァ イル ： ツ イキ

カ ン カ ク ： 10ms

RUNモー ド

5. ↑UPキーを1回押すか、 外部入力信号 （IN2） を

入力し て開始 ト リ ガ待ち状態に し ます。

6. 形 ZS-MDC のタ イ ミ ング入力が OFF → ON する

と、 ロギングを開始し ます。

・ サンプ リ ング間隔は任意の値を設定し て く だ さ い。 ただ し、 ト リ ガ入力からのズレ を最小

限にし たい場合は、 最速の10msを設定し て く だ さい。

･ ト リ ガ とする入力は、 サンプ リ ング間隔よ り長い時間ON状態にする必要があ り ます。

･ 開始 ト リ ガ と次リ ピー ト の開始 ト リ ガの間隔は、 1秒以上空けて く だ さい。
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検出ワーク ごと の形状ロギング
形状ロギングなど、検出ワーク ご とに高速にサンプ リ ングし たデータ を残し てお く 設定例

です。

こ こ では、 形ZS-LDCで最高速の計測を し て、 形ZS-LDCのタ イ ミ ング信号が入っ ている間

の全計測データ をロギングする場合の設定例について説明し ます。

設定は、 形ZS-DSUと形ZS-LDCで行います。

センサヘ ッ ド、 コ ン ト ローラの接続と設置の方法については、 「形ZS-Lシ リーズ 　 ユーザーズマニュア

ル」 を参照し て く だ さい。
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検出ワーク ご との形状ロギング

あらかじめ、画像ロギングをOFF、 および形ZS-LDCに次の設定を し ておいて く だ さい。操

作 ・ 設定方法については、 それぞれ形ZS-LDCのユーザーズマニュアルをご覧 く だ さい。

形ZS-DSUの設定

FUNモー ド-[ロギング]-[ソース]-[ソースA]

1. データ を保存する ソースを選択し ます。

ソースAに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： CH1

ホゾン 　 ： ON

ラベル 　 ： （任意の文字）

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[ガイブ]

2. 開始 ト リ ガを設定し ます。

エ ッ ジ 　 ： OFF→ON

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ガイ ブ]

3. 終了 ト リ ガを設定し ます。

エ ッ ジ 　 ： ON→OFF

設定項目 設定値

センシング モー ド 高速
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FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

4. サンプ リ ング条件を設定し ます。

モー ド 　 ： ワンシ ョ ッ ト

テイシ 　 ： 繰返し ロギングし たい回数

フ ァ イル ： シンキ

カ ン カ ク ： 0.15ms

RUNモー ド

5. ↑UPキーを1回押すか、 外部入力信号 （IN2） を

入力し て開始 ト リ ガ待ち状態に し ます。

6. 形 ZS-LDC のタ イ ミ ング入力が ON し ている間、

ロギングし ます。

･ ワンシ ョ ッ ト に設定する こ と で最速150μs で保存する こ とができますが、 連続で保存可能な時間

は異な り ます。 この例の場合は、 約10分間と な り ます。

･ ワンシ ョ ッ ト の場合は、 開始 ト リ ガ→終了 ト リ ガで メ モ リ カー ド に保存が始ま り ます。 し たがっ

て、 メ モ リ カー ド に書込んでいる間は、 開始 ト リ ガがかかり ません。BUSY出力がOFFになるまで、

次の開始 ト リ ガを入力し ないで く だ さい。
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画像と複数コ ン ト ローラの計測値を同時ロギング

画像と複数コ ン ト ローラの計測値を同時ロギング
形ZFV を使っ て1 カ メ ラ複数コ ン ト ローラで計測し た結果を同時にロギングする設定例で

す。

ラ イ ンの調整時に全点ロギングをする こ と で、計測値の変動傾向と そのと きの画像状態を

確認する こ とができ、 最適し きい値の確認や不具合解析などに利用できます。

こ こ では、 1カ メ ラで2個の検査を同時に行 う と き、 その画像と計測値をロギングする場合

の設定例について説明し ます。

ロギング条件の設定は、 形ZS-DSUで行います。

ロギング数は最大128点と な り ます。

　 　 　 　 　

画像ログの対象CHには、 センサヘ ッ ドが接続されているアンプユニ ッ ト を指定し て く だ さい。 センサ

ヘ ッ ドのついていない形ZFVは指定できません。

OUTPUT

RUN

OUTPUT

RUN
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第5章
画像と複数コ ン ト ローラの計測値を同時ロギング

形ZS-DSUの設定

FUNモー ド-[画像ログ]-[ソース]

1. 画像ロギングさせたいCHを設定し ます。

ホゾン 　 ： ON

ワ リ ツケ ： 2CH

FUNモー ド-[ロギング]-[ソース]

2. 計測値をロギング させたいCHを設定し ます。

ソースAに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： CH1

ホゾン   ： ON

ラベル   ： （任意の文字）

ソースBに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： CH2

ホゾン   ： ON

ラベル   ： （任意の文字）

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[ボタ ン]

3. 開始 ト リ ガ とする[ボタ ン]を選択し ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]-[ボタ ン]

4. 終了 ト リ ガ とする[ボタ ン]を選択し ます。
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画像と複数コ ン ト ローラの計測値を同時ロギング

FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

5. サンプ リ ング条件を設定し ます。

モー ド 　  ： ワンシ ョ ッ ト （サイシン）

テイシ 　 ： ト リ ガスウ （1）

フ ァ イル ： シンキサクセイ

カ ン カ ク ： すべて

FUNモー ド-[ロギング]-[フ ォーマ ッ ト ]

6. データ フ ォーマ ッ ト を設定し ます。

I/Oデータ  ： ホゾンア リ

ナラ ビ      ： レツ

カ イギ ョ ウ ： ナシ

RUNモー ド

7. ↑UPキーを1回押し て、 開始 ト リ ガ待ち状態にし ます。

8. も う一度↑UPキーを押し て、 ロギングを開始し ます。

9. CH2の形ZFVにTRIGを入力し て計測を行います。

10.↓DOWNキーを押し て、 ロギングを終了し ます。

メ モ リ カー ド にロギングデータが保存されます。

11.ロギング画像とデータ を確認し ます。

画像とデータはID番号によ っ て関連づけられています。

128点以上のデータ をロギングする と、 129点目以降のデータは保存されません。
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第5章
1日のNG画像を保存

1日のNG画像を保存
形ZFVが計測し たNG画像のみをロギングする設定例です。ロギング画像と その計測値がロ

ギングできます。

1日分のNG画像をロギングする こ と で、 不具合の傾向を確認する こ とができます。

こ こ では、 1 カ メ ラで1個の検査を行う と き、 そのNG画像と計測値をロギングする場合の

設定例について説明し ます。

ロギング条件の設定は、 形ZS-DSUで行います。

ロギング数は最大128点と な り ます。

　

形ZS-DSUの設定

FUNモー ド-[ガゾウ]-[ソース]

1. 画像ロギングさせたいCHを設定し ます。

ホゾン 　 ： ON

ワ リ ツケ ： 1CH

FUNモー ド-[ロギング]-[ソース]-[ソースA]

2. 計測値をロギング させたいCHを設定し ます。

ワ リ ツケ ： CH1

ホゾン   ： ON

ラベル   ： （任意の文字）

OUTPUT

RUN
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1日のNG画像を保存

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]

3. 開始 ト リ ガを5時に設定し ます。

ジ コ ク ： （システムが開始する時刻）

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]

4. 終了 ト リ ガを設定し ます。

データ スウ ： 128枚

FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

5. サンプ リ ング条件を設定し ます。

モー ド       ： ワンシ ョ ッ ト （サイシン）

テイシ 　 　 ： ナシ

フ ァ イル    ： シンキサクセイ

カ ン カ ク    ： NGのみ

FUNモー ド-[ロギング]-[フ ォーマ ッ ト ]

6. データ フ ォーマ ッ ト を設定し ます。

I/Oデータ  ： （任意）

ナラ ビ       ： （任意）

カ イギ ョ ウ ： な し

RUNモー ド

7. ↑UPキーを1回押すか、 外部入力信号 （IN2） を入力し て、 開始 ト リ ガ待ち状態に

し ます。

8. 指定時刻からNG画像のロギングを開始し ます。

9. 128点までNG画像をロギングする と、 ロギングを終了し メ モ リ カー ド にデータが

保存されます。 NGが128点以下の場合は、 外部入力信号 （IN3） を入力する と、 ロ

ギングを終了し メ モ リ カー ド に保存されます。

10.ロギング画像とデータ を確認し ます。

画像とデータはID番号によ っ て関連づけられています。
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第5章
NG前後の画像をロギング

NG前後の画像をロギング
形ZFVが計測し たNG前後の画像をロギングする設定例です。 NG発生前後の画像をロギン

グする こ と で、 不具合の発生プロセスを確認する こ とができます。

こ こ では、 1 カ メ ラで3個の検査を行う と き、 NG発生前後画像と計測値をロギングする場

合の設定例について説明し ます。

ロギング条件の設定は、 形ZS-DSUで行います。

ロギング数は最大128点と な り ます。

　 　 　 　 　

OUTPUT

RUN

OUTPUT

RUN

OUTPUT

RUN
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NG前後の画像をロギング

あらかじめ、 CH3の形ZFVに次の設定を し ておいて く だ さい。 操作 ・ 設定方法については、

形ZFVのユーザーズマニュアルをご覧 く だ さい。

形ZS-DSUの設定

FUNモー ド-[ガゾウ]-[ソース]

1. 画像ロギングさせたいCHを設定し ます。

ホゾン 　 ： ON

ワ リ ツケ ： 3CH

FUNモー ド-[ロギング]-[ソース]

2. 計測値をロギング させたいCHを設定し ます。

ソースAに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： CH1

ホゾン   ： ON

ラベル   ： （任意の文字）

ソースBに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： CH2

ホゾン   ： ON

ラベル   ： （任意の文字）

ソースCに次の内容を設定し ます。

ワ リ ツケ ： CH3

ホゾン   ： ON

ラベル   ： （任意の文字）

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[カ イシ]-[I/O]

3. 開始 ト リ ガを設定し ます。

ワ リ ツケ ： ソースC

I/Oセン タ ク ： OUT0

設定項目 設定値

SYS2 LINKSET OUTPUT ALL

OUTPUT ON STATUS NG ON
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第5章
NG前後の画像をロギング

ア ク テ ィ ブ ： OFF→ON

デ ィ レ イ ： （さかのぼっ て確認し たい枚数）

FUNモー ド-[ロギング]-[ ト リ ガ]-[シュウ リ ョ ウ]

4. 終了 ト リ ガ とする[データ スウ]を選択し ます。

デー タ スウ ： （NG発生後から全体で保存し てお

きたい枚数）

発生し たNGから前の画像127枚、 後の画像10枚を保存し たい場合は、

開始 ト リ ガのデ ィ レ イ ： -127枚

終了 ト リ ガのデータ点数 ： 138枚 （127枚+NG画像+10枚） と な り ます。

FUNモー ド-[ロギング]-[サンプル]

5. サンプ リ ング条件を設定し ます。

モー ド   ： ワンシ ョ ッ ト （サイシン）

テイシ   ： ナシ

フ ァ イル ： シンキサクセイ

カ ン カ ク ： すべて

FUNモー ド-[ロギング]-[フ ォーマ ッ ト ]

6. データ フ ォーマ ッ ト を設定し ます。

I/Oデータ  ： （任意）

ナラ ビ      ： （任意）

カ イギ ョ ウ ： な し

RUNモー ド

7. ↑UPキーを1回押すか、 外部入力信号 （IN2） を入力し て、 開始 ト リ ガ待ち状態に

し ます。

8. NG発生から前後の画像をロギングし ます。

9. 指定し たデータ点数を、 メ モ リ カー ド に保存し ます。

10.ロギング画像とデータ を確認し ます。

画像とデータはID番号によ っ て関連づけられています。
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故障かな？と思ったら

故障かな？と 思っ たら
こ こ では、 ハー ド に関する一時的な ト ラ ブルの対処方法を示し ます。 修理に出す前に、 ま

ずお確かめ く だ さい。

現象 原因と対処法 参照

稼働中に再起動される ・ 電源装置は正し く 接続されていますか？ p.2-11

外部へ判定を出力できない ・ 各コー ドは正し く 接続されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

・ リ セ ッ ト 入力が短絡し ていませんか？

p.2-11

入力信号を受付けない ・ 各コー ドは正し く 配線されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

p.2-11

パソ コ ン と通信できない ・ USBケーブルは正し く 接続されていますか？

・ RS-232Cケーブルは正し く 配線されていますか？ p.4-4

メ イ ンデジ タルの表示が"-----"

の状態のままになる

・ ソースに割付けている コ ン ト ローラが非計測状態になっていませ

んか？

・ ト リ ガ終了条件がデータ点数になっていないのに、 残点数表示に

なっていませんか？

・ ト リ ガ終了条件が時間になっていないのに、 残時間表示になって

いませんか？

p.3-8

エラー表示灯が点灯 ・ メ モ リ カー ドが正常に挿入されているかど うか確認し て く だ さ

い。

・ メ モ リ カー ドの残容量を確認し て く だ さい。

p.2-15

p.3-8
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エラ ーメ ッ セージと その処置

■ 共通のエ ラー メ ッ セージ

■ 外部バン ク機能使用時のエラー メ ッ セージ

■ デジ タル表示部の全桁が点滅し ている場合

■ その他

表示内容 原因 対策

液晶画面 メ モ リ カー ド ガア リ マ

セン

メ モ リ カー ドが挿入されてい

ません。

メ モ リ カー ド を挿入し て く だ さ

い。

メ モ リ ブ ソ クデス メ モ リ カー ドの残容量が不足

し ています。

・ メ モ リ カー ド を交換し て く だ さ

い。

・ 保存されている フ ァ イルを削除

し て く だ さい。

・ フ ォーマ ッ ト し て く だ さい。

デンチギレデス 時計用のバッ ク ア ッ プ電池が

切れています。

当社までお問い合わせ く だ さい。

セ ッ テイニシ ッパイシ

マシ タ

設定された設定値が範囲外で

す。

設定可能な範囲で設定し て く だ さ

い。

表示内容 原因 対策

液晶画面 シテイ フ ァ イルガア リ

マセン

指定し たバン ク フ ァ イルがメ モ

リ カー ド に存在し ません。

バン ク フ ァ イル番号を存在する

フ ァ イル名に変更し て く だ さ

い。

データ ガイジ ョ ウデス 指定し たバン ク フ ァ イルが異常

です。

正しいバン ク フ ァ イルを選択し

て く だ さい。

テン ソウニシ ッパイシ

マシ タ

バン ク フ ァ イルの通信異常で

す。

コ ン ト ローラ間の接続を確認し

て く だ さい。

表示内容 原因 対策

液晶画面 SYSTEM ERROR

CONNECT

コ ン ト ローラが接続されていま

せん。

コ ン ト ローラ を接続し て く だ さ

い。

SYSTEM ERROR

BANK DATA

内部のバン クデータが異常で

す。

UPキーを3秒間押下後、 DOWN

キーを3秒間押下し て く だ さい。

イニシ ャ ラ イズ終了後、 電源再

投入で復帰し ます。

SYSTEM ERROR

MAIN COM

内部異常です。 電源を再投入し て く だ さい。

表示内容 原因 対策

液晶画面 ヒ ョ ウジケ タ ヲ コ エテイマス 計測結果が表示される桁数

を超えています。

小数点桁設定を変更し て く だ

さい。
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Q&A

用語解説

ご質問 お答え

サンプ リ ングの最小間隔は？ 割付けられている ソース数やモー ド によ って変化し ます。

 p.3-26

市販のメ モ リ カー ドは使用できますか？ 一部の機種で動作検証を行っており ます。 当社までお問い

合わせ く だ さい。

用語 解説

メ モ リ カー ド ロギングデータ を保存する メ デ ィ アのこ と です。

データ ス ト レージユニ ッ ト ではコ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド を使用し ます。

CSVフ ァ イル カ ンマ区切り文章の略称です。 データ要素ご とにカ ンマで区切られた文章であ り、 汎用

的な表計算ソ フ ト で参照する こ とができます。
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仕様 ・ 外形寸法

仕様・ 外形寸法

データ ス ト レージユニ ッ ト

形ZS-DSU11/DSU41

(単位 ： mm)
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仕様 ・ 外形寸法

項目 形ZS-DSU11 形ZS-DSU41

入出力タ イプ NPNタ イ プ PNPタ イプ

センサヘ ッ ド接続台数 接続不可

コ ン ト ローラ接続台数 最大15台 （形ZS-MDC ： 1台、 形ZS-LDC ： 最大9台、 形ZFV ： 最大5

台、 形ZFV-C ： 最大5台）

（連結には、 コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト が必要）

接続可能コ ン ト ローラ 形ZS-LDC□□、 形ZS-MDC□□、 形ZFV-A□□

外部

I/F

接続方式 シ リ アルI/Oはコネク タ方式

その他はコー ド引き出し方式 （標準コー ド長 ： 2m）

シ リ アルI/O USB2.0 1ポー ト 、 FULL SPEED[12Mbps]、 MINI-B

RS-232C 1ポー ト 、 最大115200bps

出力 HIGH/PASS/LOW 　 3出力

NPNオープン コ レ ク タ、 DC30V 

50mA max. 残留電圧1.2V以下

HIGH/PASS/LOW 　 3出力

PNPオープン コ レ ク タ、 

50mA max. 残留電圧1.2V以下

入力 ON時 ： 0V短絡または1.5V以下

OFF時 ： 開放 （漏れ電流0.1mA以下）

ON時 ： 電源電圧短絡または

電源電圧-1.5V以下

OFF時 ： 開放 （漏れ電流

0.1mA以下）

データ分解能 32bit

機能 ト リ ガ機能 開始／終了 ト リ ガ個別設定可能

外部 ト リ ガ／データ ト リ ガ （セルフ ト リ ガ） ／時刻 ト リ ガ

その他機能 外部バン ク機能、 ア ラーム出力機能、 画像ロギング機能

保存データ フ ォーマ ッ ト カス タ マイズ機能、 時計機能

状態表示灯 OUT （橙色）、 PWR （緑色）、 ACCESS （緑色）、 ERR （赤色）

セグ メ ン ト 表示 8セグ メ ン ト 緑色表示、 6桁

液晶表示 16桁×2行、 文字色 ： 緑、 1文字あた りの解像度 ： □5×8ピ クセル

設定入力 設定キー 方向キー （UP/DOWN/LEFT/RIGHT 4方向）、 SETキー、 ESCキー、

MENUキー、 フ ァ ン クシ ョ ンキー （1～4）

スラ イ ド スイ ッ チ し きい値選択スイ ッ チ （H/L 2ステー ト ）

モー ド切替スイ ッ チ （FUN/TEACH/RUN 3ステー ト ）

電源電圧 21.6V～26.4V （リ ッ プル含む）

消費電流 0.5A以下

絶縁抵抗 リー ド線一括と コ ン ト ローラケース間 ： 20MΩ （250Vメ ガにて）

耐電圧 リー ド線一括と コ ン ト ローラケース間 ： AC1000V 　 50/60Hz 　 1min

耐ノ イズ性 1500Vp-p、 パルス幅0.1μs/1μs、 立上がり ： 1nsのパルス

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃(耐久) 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

周囲温度 動作時 ： 0～50℃

保存時 ： 0～+60℃ （ただ し、 氷結、 結露し ないこ と）

周囲湿度 動作時 ・ 保存時各35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

材質 筐体 ： ポリ カーボネイ ト (PC)

コー ド長 2m

質量 約280g （梱包材 ・ 付属品含まず）
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パネルマウン ト アダプ タ

形ZS-XPM1/XPM2

盤面に取付ける場合の寸法図

項目 形ZS-XPM1(1台目用) 形ZS-XPM2(2台目以降増設用)

外観

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ポリ カーボネイ ト (PC)、 他

質量 約50g

(単位 ： mm)
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パソ コ ン接続用RS-232Cケーブル

形ZS-XRS2

項目 形ZS-XRS2

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 1min

絶縁抵抗 100MΩ （DC500Vメ ガにて）

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケーブル被覆部 ： 耐熱塩化ビニル(PVC)

質量 約50g

10 1
嵌合部

(単位 ： mm)
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コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト

形ZS-XCN

項目 形ZS-XCN

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ、 形ZFVシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ポリ カーボネイ ト （PC）、 他

質量 約10g

(単位 ： mm)
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第6章
バージ ョ ンア ッ プ情報

バージョ ンアッ プ情報
ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンア ッ プ内容について説明し ます。

■ Ver 1.00 　 → 　 Ver 2.00

■ Ver 2.00 　 → 　 Ver 2.20

変更点 参照

形ZFVを連結し て画像データ をロギングできるよ う にな り ま し た。 p.1-2、

p.1-13

形ZFVに対し ても、 外部バン ク機能を使用できるよ う にな り ま した。 p.3-34

変更点 参照

形ZFV-Cを連結し て画像データ をロギングできるよ う にな り ま し た。 p.1-2、

p.1-13

形ZFV-Cに対し ても、 外部バン ク機能を使用できるよ う にな り ま し た。 p.3-34
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索引
英数字

B
BUSY 出力 2-12

C
CF アクセス LED 1-11
CF ザンサイズ 3-8
CF パワー LED 1-11
CH 番号 2-9, 2-10
CompoWay/F 4-4

D
DIN レール 2-4

E
ERR 出力 2-11

F
FUN モー ド 3-5

H
HIGH 出力 2-11

I
I/O 3-20, 3-24
I/O データ 3-31
IN0 ～ 3 2-12

L
LCD 3-40
LOW 出力 2-11

N
NG 保存 3-27

O
OUT LED 1-12
OUT0 ～ 4 2-11, 2-12

P
PASS 出力 2-11

R
RS-232C

ケーブル外形寸法 6-8
ケーブル配線 4-4
コネク タ 1-12
通信仕様 4-5

RUN モー ド 3-8

T
TEACH モー ド 3-10

U
USB ポー ト  1-12

あ

アク テ ィ ブ 3-20, 3-24
アラーム 4-2

え
液晶操作画面 3-5
エ コ 3-39
エ ッ ジ

外部入力 3-17, 3-22
データ スロープ 3-18, 3-22

エ ラー LED 1-9

お
オー ト OFF 3-40

か

カ イギ ョ ウ 3-31
改行入力 2-12
開始 ト リ ガ 3-16
カ イシ ト リ ガマチ 3-9
開始 ト リ ガ待ち状態 1-13
カ イシナンバー 3-37
ガイブ

カ イシ 3-17
シュウ リ ョ ウ 3-22

外部バン ク機能 3-34
カゲン 3-19, 3-23
カス タ マイズ 3-40
ガゾウ 3-16

き
キーロ ッ ク 3-37
基本構成 1-8

け
ゲンゴ 3-38

こ
高速 3-29
コ ン ト ローラの連結 2-9
コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト

仕様 ・ 外形寸法 6-9
接続 2-4

さ

最新 3-26
ザンジカ ン 3-8
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索引

ザンテンスウ 3-8
サンプ リ ング開始 1-13, 2-12
サンプ リ ング間隔 1-13, 3-28
サンプ リ ング停止

1-11 ,2-12, 3-27, 3-28
サンプ リ ングデータ 1-13
ザン リ ピー ト スウ 3-8

し
ジカ ン 3-25
し きい値選択スイ ッ チ 1-11
ジ コ ク 3-21, 3-24
システム 3-35
シュウキ 3-36
終了 ト リ ガ 3-21
出力コー ド 2-11
ジ ョ ウケン 3-19, 3-23
ジ ョ ウゲン 3-19, 3-23
シ ョ ウスウケ タ 3-39

せ
セーブ 3-35

そ
操作キー 3-5

た

タ イ ミ ング入力 2-12
ダイ レ ク ト IN 4-3

つ
ツウシン 4-5

て
テイシ 3-27, 3-28
停止状態 1-13
テイシチュウ 3-9
デ ィ レ イ

外部入力 3-17
データウ ィ ン ド ウ 3-19
データ スロープ 3-18

データ ( ウ ィ ン ド ウ ) 3-19, 3-23
データ ( スロープ ) 3-18, 3-22
データ スウ 3-25
データ ス ト レージユニ ッ ト

各部の名称 1-11
仕様 ・ 外形寸法 6-5
設置 2-4
フ ェ ラ イ ト コ アの装着 2-3

データ ホゾンチュウ 3-9
デジ タル部

カス タ マイズ 3-39

と
ト リ ガ

カ イシ 3-16
シュウ リ ョ ウ 3-21

な

ナラ ビ 3-31

に
入出力段回路図 2-13
入力コー ド 2-11

は

配線 2-11
バッ ク ラ イ ト 3-40
バン ク 3-33

外部バン ク 3-34
切替 3-33
ク リ ア 3-33

判定条件 4-3

ひ
ヒ ス 4-2
表示カス タ マイズ 3-39
標準 3-27

ふ
フ ァ イル 3-27, 3-28
フ ァ イル構成 1-16
フ ェ ラ イ ト コ ア 2-3
フ ォーマ ッ ト

メ モ リ カー ド 3-37
ロギングデータ 3-31

プロ ト コル 4-4

へ
ヘルプ 3-41

ほ
保存 3-35
ボタ ン

カ イシ 3-16
シュウ リ ョ ウ 3-21

ま

む
無手順 4-4
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め
メ モ リ カー ド

イジ ェ ク ト 3-35
残容量 3-8
初期化 3-37
挿抜方法 2-15
フ ォーマ ッ ト 3-37
容量 3-36

も
モー ド切替スイ ッ チ 3-4

ら

ラベル 3-15

り
リ ピー ト  3-28

れ
連結部 1-12

ろ
ロギング

開始 ト リ ガ 3-16
し く み 1-13
終了 ト リ ガ 3-21
フ ォーマ ッ ト 1-15, 3-31

ロギング時間 3-29
ロギングソース 3-15

わ

ワ リ ツケ
ウ ィ ン ド ウ 3-19, 3-23
ガゾウ 3-16
データ 3-18, 3-22

ワンシ ョ ッ ト 3-26, 3-28
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マニュ アル改訂履歴

マニュ アル改訂履歴
マニュ アル改訂記号と 増刷記号は、表紙と 裏表紙の下に記載さ れて いるカ タ ロ グ番号の末

尾に付記さ れま す。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2004年9月 初版

B ① 2004年12月 ソ フト ウェ アバージョ ン アッ プに伴 う機能追加 （Ver 2.00）

C ① 2009年2月
・ ソ フト ウェ アバージョ ン アッ プに伴 う機能追加 （Ver 2.20）

・ 軽微修正

C ② 2010年4月 軽微修正

D (WEB版1) 2015年8月 規格対応による商品の説明の追加

D (WEB版2) 2016年6月 メ モリ カー ド形式の修正

714D (WEB版2)





カタログ番号 2016年6月現在　(WEB版2)SCHE-714D
○ OMRON Corporation 2004
お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください

 All Rights Reserved.C

インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー
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